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午前９時２４分 委員会開会 

○委員長（清水  寛） おはようございます。 

 ちょっと定刻には早いんですけども、皆さんおそ

ろいになりましたので、ただいまから総務委員会を

開会いたします。 

 ちょうど今、卒業式のシーズンということで、先

日、保護者代表挨拶というのをさせてもらいました。

結構、大分悩んで文言は考えたんですけれども、あ

る方が実はチャットＧＰＴで書いたと、考えたんだ

というような話がありました。へえと思ったんです

けども、まさに今日、そういうのを使ういい機会だ

からと思って、ちょっと試しに文章を考えてきまし

た。キーワードとしては、朝、市役所、新年度に向

けて、議員一言挨拶、このキーワードで入れて文章

を作ったので、今からちょっと読みますので、聞い

てみてください。 

 おはようございます。新しい年度が始まり、まだ

始まってないですけど、始まり、市役所では引き続

き市民の皆様にとって暮らしやすいまちづくりに

取り組んでまいります。私たち議員も市民の代表と

して、市政を担う責任があります。今後も市民の皆

様と真摯に向かい合い、市政をより一層充実させる

ために協力してまいります。また、新型コロナウイ

ルス感染症の状況が依然として続く中、市役所や市

民の皆様が一丸となって、感染拡大防止に取り組む

ことが求められます。私たち議員も市民の皆様とと

もに協力し、団結して乗り越えてまいります。新し

い年度が皆様にとって希望にあふれ、幸福な１年と

なることを心から願っています。今後とも市民の皆

様とともに、市政を担う責任を果たすために全力で

取り組んでまいります。ありがとうございます。 

 どうです、この文章。すごいですよね。皆さんも

多分いろいろなシーンで挨拶されることがあると

思いますので、ぜひ試してみてください。 

 委員の皆様はＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォルダ、

ホーム、総務委員会、総務０５．０３．１３が本日

の委員会のフォルダです。そこに本日の委員会の資

料を配信しておりますので、ご確認ください。 

 今日と明日、２日間の審査の予定についてお知ら

せをします。 

 ３ページの審査日程表をお開きください。審査の

順序は、こちらの審査日程表のとおり、議案の順序

を変更し、本日は当委員会に付託された第３３号議

案及び当分科会に分担された第２５号議案の審査

として、説明、質疑、討論、表決を行い、その後、

本日の意見・要望のまとめを行う予定です。 

 明日は、本日で審査が終了した議案を除いて、残

りの議案の審査として、個別に説明、質疑、討論、

表決を行い、その後、意見・要望のまとめを行う予

定です。 

 本日の当局出席者についてでありますが、審査日

程表に合わせ、午前・午後に分けて、所管部署の職

員に出席いただくよう要請しております。 

 委員の皆さん並びに当局職員の皆さんは、質疑・

答弁に当たりましては、要点を押さえ、簡潔、明瞭

に行っていただき、スムーズな議事進行にご協力を

お願いします。 

 なお、委員会及び分科会での発言は、委員長・分

科会長の指名の後、マイクを使用して、課名と名字

を名のってから行っていただきますようお願いい

たします。 

 ここで、委員会を暫時休憩します。 

午前９時２８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時２８分 分科会開会 

○分科会長（清水  寛） 分科会を開会します。 

 これより３、協議事項、１、付託・分担案件の審

査について、イ、分科会審査に入ります。 

 第２５号議案、令和５年度豊岡市一般会計予算を

議題といたします。 

 第２５号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは、所管事項に係る歳入予算、全項目の人件費

を含む歳出予算、債務負担行為、地方債、一時借入

金及び歳出予算の流用についてであります。 

 本案につきましては、予算説明書の説明欄に所管

課が明記されておりますので、逐一、事業名称と予

算額のみを説明いただく必要はありません。十分な

質疑時間を確保するためにも、当局には、新規事業
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や前年度から大きな変更のあった事業及び主要事

業等を主として説明いただくよう、依頼しておりま

す。 

 当局の説明は、まず、財政課から全体概要を含め

て説明をいただき、その後、組織順で、各担当課か

ら、歳出及び歳入等を一気に説明願います。質疑は、

説明が終わった後に一括して行います。 

 当局職員の皆さんが説明される際には、説明する

ページを委員が開いたかどうか確認しながら、ゆっ

くり説明をお願いいたします。 

 それでは、順次説明願います。 

 財政課、長谷川課長。 

○財政課長（長谷川幹人） それでは、一般会計予算

書の３ページをご覧ください。 

 第２５号議案、令和５年度豊岡市一般会計予算に

ついてご説明をいたします。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額を４７１億７，０

００万円と定めております。 

 第２条で債務負担行為の、第３条で地方債の限度

額等を定めております。 

 第４条で、一時借入金の借入額、最高額を６０億

円と定めております。 

 第５条は、歳出予算の流用ができる場合を定めた

ものでして、給料、職員手当、共済費に係る予算に

不足が生じた場合は、同一款内での各項間の流用を

お願いするというものでございます。 

 ９ページをご覧ください。第２表、債務負担行為

でございます。 

 ９事項につきまして、限度額６１億７，４２４万

９，０００円を計上しております。 

 １０ページから１２ページをご覧ください。第３

表、地方債でございます。 

 ２７事業で、限度額３４億１，４４０万円を計上

しております。 

 続きまして、添付ファイルをご覧ください。一般

会計の概要につきまして、ナンバー４、２０２３一

般会計予算説明資料をご覧ください。 

 ３ページから７ページまでが給与費明細書でござ

います。こちらにつきましては、人事課から別途説

明がありますので、省略をさせていただきます。 

 ８ページをご覧ください。 

 こちら、一般会計の債務負担行為の調書を掲載し

ております。これまでに議決いただきました１３８

事項を記載をしております。 

 １５ページの計の欄をご覧ください。 

 中央のやや右の列、当該年度以降、これは２０２

３年度以降ということですが、その支出予定額の計

としまして４９億３，１４８万円を計上しておりま

す。 

 １６ページは当該年度、これは２０２３年度に新

たに債務負担行為を設定するもの９事項を上げて

おります。 

 続いて、１８ページ、１９ページをご覧ください。

地方債現在高の見込みに関する調書でございます。 

 ３列目の前年度末、これは２０２２年度末の現在

高見込額につきましては、合計４３５億４，４８８

万９，０００円、当該年度中、２０２３年度中の起

債見込額は３４億１，４４０万円、当該年度中、元

金償還見込額につきましては５９億９０２万９，０

００円、差引きの当該年度末現在高見込額につきま

しては４１０億５，０２６万円というふうになって

おります。 

 続いて、２０ページから２３ページまでが歳入の

概要でございます。 

 まず、２０ページ、一番上の段、１、市税につき

ましては、前年度と比較して１億２，０６５万５，

０００円、１．３％の増で、９７億１，１０３万７，

０００円を見込んでおります。 

 次に、１２、地方交付税です。右側の主な内容欄

の左側、普通交付税につきましては、国の地財計画

では地方交付税総額を１．７％の増額というふうに

されておりますので、今回３億円の増で１４８億円

を見込んでおります。 

 続いて、２２、２３ページをお開きください。 

 １９、寄附金です。内容欄の左側、ふるさと応援

寄附金、ふるさと納税のことですが、についても、

２０２２年度も好調ということでありますので、１

億円増の１１億円で見込んでおります。 
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 その下、２０、繰入金、内容欄の右側１行目です。

財政調整基金１５億８，９０３万円のうち、一般財

源の収支不足分につきましては１４億円と、昨年度

と、前年度と同額で設定をしております。 

 その１つ下、地域振興基金５億９，２５１万４，

０００円のうち５億５，１５１万４，０００円は、

ふるさと納税で指定された使途に該当する事業に

充当、充てるための繰入れになります。 

 その１つ下、左側の公共施設整備基金１億４，１

８８万円につきましては、新文化会館の整備、豊岡

総合体育館の長寿命化改修に充てるための繰入れ

でございます。 

 ２３、市債につきましては６億９５０万円で、２

１．７％の増、３４億１，４４０万円を見込んでい

ます。これにつきましても、新文化会館、豊岡総合

体育館の長寿命化改修などに充てるものでござい

ます。 

 続きまして、２４ページから２５ページをご覧く

ださい。歳出の主なもの申し上げます。特に増減が

大きいものについてご説明をいたします。 

 まず、２、総務費です。総務費につきましては、

出石庁舎の長寿命化工事、子育て支援総合拠点等整

備事業などが終了しましたので、それによる減額、

前年度と比較しまして７，０２０万１，０００円、

１．０％の減というふうになっております。 

 次に、３、民生費です。障害者（児）自立支援給

付事業、民間老人福祉施設助成事業、就学前教育・

保育施設整備事業費の増額などによりまして、６億

２，５６９万６，０００円、４．６％の増というふ

うになっております。 

 ４、衛生費です。公立豊岡病院組合の負担金、水

道事業会計負担金などの増額によりまして、１，４

３１万４，０００円、０．３％の増というふうにな

っております。 

 次に、６、農林水産業費です。農業振興事業費や

農業用施設管理費等の減額によりまして、１億１，

６４２万５，０００円、６．２％の減というふうに

なっております。 

 ２６、２７ページをお開きください。７、商工費

につきましては、産業用地整備事業費の増額などに

よりまして、１億２，３２４万３，０００円、１２．

４％の増というふうになっております。 

 ８、土木費です。急傾斜地崩壊対策事業、内水処

理事業費の減額などによりまして、３億４，５２０

万９，０００円、６．３％の減というふうになって

おります。 

 １０、教育費、新文化会館整備事業、豊岡総合体

育館の長寿命化の増額などによりまして、１３億５，

４８７万４，０００円、３３．４％の増というふう

になっております。 

 １２、公債費につきましては、市債発行の減額な

どによりまして、２億５，９９５万６，０００円、

４．１％の減というふうになっております。 

 続いて、３２ページから３４ページにつきまして

は、投資的経費の一覧を記載しております。 

 ３４ページの合計欄でございます。普通建設事業

費の合計額は５０億６，０３４万８，０００円とい

うことで、前年度と比較しまして２１．４％の増と

いうふうになっております。 

 ３５ページをご覧ください。一般会計地方債の内

訳です。 

 主な起債の種類でございますけど、下から２枠目

の合併特例事業債、これについては１億４６０万円、

３６ページの２枠目の公共施設等適正管理推進事

業債につきましては１５億３，４１０万円、３７ペ

ージ、２枠目の過疎対策事業債につきましては２億

６，８００万円を予定しております。 

 なお、合併特例債につきましては、建設事業発行

可能額、この総額で約４３０億円発行が可能でした。

２０２３年当初予算編成後の残りの発行可能残額

は約６億４，０００万円、発行期限は２０２５年で

すので、あと僅かというふうになっております。 

 一般会計の歳出歳入概要につきましては以上で

ございます。 

 続きまして、財政課分の説明に移らせていただき

ます。 

 予算書に戻っていただきまして、９ページをご覧

ください。 
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 債務負担行為です。一番下の事項、令和５年度に

おける地方債証券の共同発行により生ずる連帯債

務は、兵庫県と市町が連携しまして、新たに共同発

行形式の個人向けグリーンボンドを発行するもの

です。このグリーンボンドにつきましては、環境問

題の解決に資する事業、いわゆるグリーンプロジェ

クトに活用する債権で、全国初の試みといったこと

になるものです。兵庫県、姫路市、尼崎、豊岡など、

計１５自治体が参加を表明しておりまして、全体発

行額で約２０億円、このうち豊岡市は５，０００万

円の発行を見込んでいるといったことになります。 

 続いて、９１ページをご覧ください。９１ページ、

歳出です。 

 一番下の事業、財産管理費でございます。４，０

４９万４，０００円のうち２，７２０万６，０００

円が財政課所管分でございます。 

 ９３ページの業務委託料、市有財産売却支援業務

につきましては、土地等の売却につきまして、専門

的知識を有する業者に委託しようといったもので

して、これにつきましては、債務負担行為が設定を

されてるということになります。 

 あわせて、市有財産の売却に向けての不動産鑑定

手数料、あと、測量業務委託料も計上しております。 

 また、老朽化した出石町材木にあります旧伊木住

宅を解体する工事費につきましても計上しており

ます。 

 続きます、飛びます。３４０ページ、３４１ペー

ジをご覧ください。 

 ２枠目の公債費の市債元金と利子で、まず、市債

元金です。２０２３年度は５９億９０２万９，００

０円で、前年度と比較しまして、２億４，２９１万

３，０００円の減というふうにしております。 

 その下、市債利子です。市債利子につきましては、

約定に基づくものを計上しておりまして、２０２３

年度新発債につきましては、利率を１．０％で見込

んでおります。 

 次に、その下の枠の土地取得費です。土地購入費、

土地開発基金用地２，３５９万４，０００円は、竹

貫の太陽光発電の売電収入を財源に、土地開発基金

から用地を買い戻すといったものでございます。こ

れによりまして、１，６００平米の買戻しができる

といったことになります。買戻しを開始した２０１

５年度、平成２７年度からですが、累積で約６２％

の用地を買戻しができるといったことになります。 

 続きまして、歳入の説明をさせていただきます。 

 財政課所管につきましては、戻っていただきまし

て、２０ページから２７ページです。２０ページの

地方譲与税から２７ページの交通安全対策特別交

付金です。 

 譲与税、各種交付金につきましては、それぞれ２

０２２年度の決算見込みと２０２３年度の国の地

方財政計画における前年の伸び率から推計し、予算

を計上しております。 

 地方交付税、寄附金、財調、市財等につきまして

は、先ほど概要で説明したとおりです。 

 財政課は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 議会事務局、坂本次長。 

○事務局次長（坂本英津子） 議会事務局関係分の歳

出予算につきまして、主なものを説明させていただ

きます。 

 予算説明書の７９ページをお開きください。右側

の説明欄によって説明をいたします。 

 まず、一番上の人件費ですが、議員に係るものと

いたしまして、２行目の議員報酬、それから、少し

下になりますが、議員期末手当、議員共済組合負担

金、非常勤職員公務災害補償保険料で、合計１億８，

２９１万６，０００円となります。令和４年度と比

較いたしまして、１３６万６，０００円の増額とな

っており、主な要因といたしましては、議員期末手

当が増額となっております。 

 次に、中段になります。議会管理費です。令和４

年度と比較いたしまして、７４万５，０００円の減

額となっております。主な要因といたしましては、

令和４年度は兵庫県市議会議長会の会長市であっ

たことから、随行旅費などが増額となり、普通旅費

が増額となっておりましたが、令和５年度につきま

しては、その部分が減額となります。 

 次に、議会運営活動費です。令和４年度と比較い
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たしまして、５５万７，０００円の減額となってお

ります。主な要因は、先ほど申し上げました理由と

同様で、令和４年度につきましては、会議等の出席

に係る費用弁償が増額しておりましたが、その部分

が減額となります。 

 また、全国市町村交流レガッタ大会が、令和５年

度につきましては、長野県の下諏訪町で開催される

予定でございます。そちらのほうの参加旅費等につ

きましても、こちらに計上しております。 

 説明のほうは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 秘書広報課、山口課長。 

○秘書広報課長（山口 繁樹） それでは、秘書広報

課の関係予算についてご説明申し上げます。 

 まず、歳出について、一般会計予算書の８３ペー

ジをご覧ください。 

 中段、少し上の秘書渉外費でございます。総額は

６９１万９，０００円です。２０２２年度予算にあ

りましたノートパソコン１台の購入費用がなくな

っているため、前年度比２７万円の減となっており

ます。 

 次に、中段少し下の表彰栄典費でございます。功

労者表彰や感謝状贈呈のための経費で、総額６４万

５，０００円となっております。前年度比７，００

０円の減であり、内容に変動はございません。 

 次に、８７ページをご覧ください。 

 中段の広報広聴事業費でございます。市広報等の

発行や市ホームページの管理のための経費であり、

総額２，５３７万２，０００円となっております。

６年に１回、広報誌の集約版を作成しており、図書

館に置くこととしております。このため、前年度比

２１万６，０００円の増となっております。 

 次に、９３ページをご覧ください。 

 下段の国内交流推進事業費でございます。姉妹都

市である上田市が出石お城まつりにお越しになる

際の対応経費であり、予算額は２万２，０００円と

なっております。お互いの手土産交換を廃止するこ

とにより、前年度比９万１，０００円の減となって

おります。 

 次に、１３５ページをご覧ください。 

 最下段の地域おこし協力隊推進事業費でござい

ます。去る１１月より地域おこし協力隊１名を採用

し、ＦＭジャングルの一員として豊岡の魅力を発信

していただいております。この隊員の２０２３年度

の活動に係る経費であり、市役所全体の予算額２億

２，２７１万７，０００円のうち、秘書広報課分は

４７８万７，０００円となります。 

 次に、６５ページをご覧ください。歳入について

ご説明いたします。 

 下段の雑入のうちの広告料でございます。市広報、

市ホームページともに、実態に応じて広告の枠数を

減らしており、市広報の広告料を１６万５，０００

円減の１３５万３，０００円、市ホームページの秘

書広報課分の広告料を１２万６，０００円減の５０

万４，０００円としております。 

 秘書広報課につきましては、以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、政策調整課、井

上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 政策調整課分につき

まして、前年度と比較して増減が大きいもの等を中

心に説明させていただきます。 

 最初に、９３ページをお願いいたします。 

 まず、歳出についてご説明いたします。２枠目の

上から６行目、企画調整費３，４１５万１，０００

円です。このうち主なものは、１０行ほど下にある

但馬広域行政事務組合への負担金３，２２８万６，

０００円で、これは県からの派遣職員の人件費、市

町の派遣職員給与負担金等に充当されています。 

 次に、１３７ページをお願いいたします。 

 下から９行目、企業版ふるさと納税獲得推進事業

費で、政策調整課の所管分として８０万円を計上し

ております。豊岡市が進める地方創生の取組に対し

て、企業版ふるさと納税を行っていただくため、市

外企業へ積極的にアプローチを行おうとするもの

です。２０２１年度から大交流課が深さを持った演

劇のまちづくりに対して、寄附獲得のため、成果報

酬型の寄附金支援業務、これは獲得額の１割をお渡

しするものですが、これを委託をしており、この取

組をジェンダーギャップの解消など、他の地方創生



 6 

事業についても拡充しようとするものです。８０万

円の内訳としましては、営業に活用するパンフレッ

トの作成費２５万円と、寄附目標額５００万円に対

する業務委託料５５万円でございます。 

 続いて、歳入についてご説明いたします。４０ペ

ージ、４１ページをお願いいたします。 

 真ん中から少し下の枠、デジタル田園都市国家構

想交付金１億２６０万７，０００円です。４１ペー

ジの説明欄に記載していますように、この交付金は

現在の地方創生推進交付金に当たります。国がま

ち・ひと・しごと創生総合戦略、国の地方創生総合

戦略ですが、これを抜本的に改定し、デジタル田園

都市国家構想総合戦略として新たに作成したため、

交付金についても統合され、名称が変更となりまし

た。 

 ただ、交付金の内容には変更がございません。継

続３事業、多様な人々が活躍する機会の創出事業、

深さをもった演劇のまちづくり事業、豊岡の基盤産

業の強化と人材の育成・確保事業、この３事業につ

いて、国に申請をしております。交付額は、対象経

費の２分の１で、事業の見直し等により、前年度対

比５２９万３，０００円の減となっております。 

 続きまして、５２ページ、５３ページをお願いい

たします。 

 下から２つ目の項目、躍動する兵庫応援事業費補

助金１，０００万円です。これは今年度のひょうご

地域創生交付金の後継事業で、前年度比５００万円

の減となっております。地方創生を含め、市町が行

う事業に対して、県が総括的な支援を行うという趣

旨で本補助金が創設されました。地域経済を支える

産業の振興や子ども・子育ての環境の充実、未来を

つくる人づくり等、対象となる事業が増えておりま

す。交付対象経費１，５００万円に補助率の３分の

２を乗じて、１，０００万円を歳入見込みとして計

上しております。 

 続きまして、５９ページをお願いいたします。 

 中ほどの枠、総務管理費寄附金でございます。こ

の企業版ふるさと応援寄附金２，５００万円のうち、

先ほど説明をさせていただきました５００万円を

政策調整課分として計上しております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、公共施設マネジ

メント推進室、久保川室長。 

○公共施設マネジメント推進室長（久保川伸幸） そ

れでは、８７ページをご覧ください。 

 一番上の枠の真ん中辺り、公共施設マネジメント

推進事業費ということで、これは通年、マネジメン

トが事務をしていくための事業費で、変わりありま

せん。施設のクラウドシステムを持っておりますの

で、それの運営経費が中心です。 

 続いて、９１ページをご覧ください。 

 下のほうのところで財産管理費とありますが、こ

のうちに公共施設マネジメント分につきましては、

２６１万８，０００円ございます。手数料の部分で、

新しく、この３月末で閉校予定になっております静

修小学校や高橋小学校の鑑定のお願いをしていく

ような予定で、そういった経費を計上させていただ

いております。 

 続いて、９３ページをご覧ください。 

 こちらのほう、一番上の枠の真ん中辺りですけれ

ども、公共施設包括管理事業費ということで２２万

５，０００円を計上しております。これは来年度の

中でプロポーザルをやっていこうということで、そ

ういった事務的な経費を計上させていただいてい

るものであります。 

 次に、９ページをご覧ください。債務負担行為で

す。 

 一番上のところで、公共施設包括管理業務という

ことで、先ほど言いました経費を使用しながら、新

年度の中で契約をしていけるようにさせていただ

きたい。そして、実務としては翌年度から５年間の

業務をお願いしていくということで、全体として１

４億４，５００万円の債務を組ませていただいてお

ります。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、防災課、畑中課

長。 

○防災課長（畑中 聖史） それでは、防災課分の主

なものですけれども、２７２ページ、２７３ページ
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をご覧ください。 

 ２７２ページの目の２、非常備消防費で、２７３

ページ、説明欄の人件費、委員報酬、消防団員、こ

れが１億１，１３９万６，０００円で、前年度と比

較して４，１１１万４，０００円の増加となってい

ます。これは明日詳しく議案のほうで説明いたしま

すが、消防団員の年額報酬及び出動報酬の引上げ等

を行ったことによるものです。 

 具体的には年額報酬につきまして、団員階級から

分団長の階級まで、一律１万３，５００円引上げを

行っております。また、出動手当につきましては、

１回１，５００円というものだったものを、１日最

高８，０００円に引き上げたことによるものです。 

 次に、２７５ページですけれども、上から１つ目

の事業、非常備消防事業費が１億７，２２６万円で、

前年度と比較して４，７０８万円の減少となってお

ります。これは消防ポンプ自動車等の整備につきま

しては、２，４００万円余り増加となっているんで

すけれども、一方で、消防車庫の整備が６，３５０

万円減額になっていることによるものです。 

 なお、車両の整備につきましては、消防ポンプ車

が城崎の３分団、出石の１０分団の２台、それから、

小型動力ポンプ積載車が日高の１分団、日高の９分

団、２台で、合計４台の更新予定となっております。 

 次に、２７７ページをご覧ください。 

 説明欄、一番上の事業ですけども、防火水槽整備

事業費が１，７３０万円で、前年度と比較して１，

９１０万円の減少となっております。これは前年度

が２基の整備であったのに対しまして、新年度は１

基、整備場所は出石町の長砂地区内ですけれども、

１基に減っているということでございます。 

 歳出につきましては以上で、歳入をご説明いたし

ます。７５ページをご覧ください。 

 下から３つ目の枠で、説明欄が消防防災施設整備

事業債で、そのうち消防ポンプ自動車、防火水槽、

消火栓が防災課の所管でございまして、この中で合

計１億８１０万円が防災課の所管となりまして、前

年度と比較して５，６００万円減少しております。

これは、先ほど歳出で説明いたしましたとおり、消

防ポンプ自動車等の整備が増額となった一方で、消

防車庫の整備が大きく減額となったことによるも

のです。 

 防災課の説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、ＤＸ・行財政改

革推進課、若森課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） 新規事

業、大きな変更がある事業、主要事業に関して、歳

出、歳入の順に説明します。 

 まず、歳出です。８５ページをご覧ください。 

 下から２つ目の事業、行革推進事業費３３万７，

０００円です。第５次行財政改革大綱策定等のため、

委員会を６回開催する予定です。その費用として、

委員の旅費等を計上しています。委員会は、２回は

集まって、４回はオンラインで開催する予定です。

予算書での説明は省略しますが、このほかに委員報

酬として１６万１，０００円を計上しています。 

 次に、８９ページをご覧ください。 

 中ほど、庁舎管理費です。１億３，０００万円余

りのうち、８００万円がＤＸ推進課の予算です。市

長総括説明で申し上げたとおり、本庁舎市民課窓口

の手続を刷新します。ＤＸ推進課はこれに必要な施

設改修や機器、システム導入を担当し、具体的な事

務の内容や業務等については市民課中心に検討等

をしています。手続刷新の柱は５つです。窓口のレ

イアウト変更、戸籍移動関係手続等の着席化、マイ

ナンバーカードを活用した申請書類の作成、証明書

等発行手数料支払いのキャッシュレス化、キオスク

端末による証明書等の発行です。このうち、庁舎管

理費では窓口のレイアウト変更、つまり、窓口を証

明書の発行と戸籍等の移動、マイナンバー関係の３

つに分けること、そして、戸籍移動等関係手続のマ

イナンバーの手続を着席化する費用を計上してい

ます。 

 具体的には市民課のところの既存のカウンター

を一部撤去した上で、ローカウンター、低いカウン

ターですね、それから仕切りのパネル、椅子、待合

ベンチ等を設置いたします。 

 次に、１０５ページをご覧ください。 
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 一番下の事業、行政情報化推進事業費です。２億

９，０００万円余りのうち１，１４１万９，０００

円がＤＸ推進課の予算です。主なものは、くらしの

手続ガイド、窓口書類作成、オンライン申請、ＡＩ

－ＯＣＲとＲＰＡのクラウド使用料です。オンライ

ン申請は２０２２年度に７手続分を予算化し、放課

後児童クラブの入所申請から利用を開始しました。

２０２３年度はこれに加え、７手続分の予算を計上

しております。 

 次に、１０７ページをご覧ください。 

 中ほどのＤＸ推進事業費１，０９２万５，０００

円です。大きく分けると内容は２つです。本庁舎市

民課窓口の手続刷新関係の費用とアドバイザーの

費用です。 

 まず、本庁舎市民課窓口の手続刷新関係の費用で

す。キオスク端末、窓口番号発券機、番号表示機、

そして、セミセルフレジをリースにより導入します。

あわせて、これらの稼働に必要なロール紙などの消

耗品や回線使用料などの経費を計上しております。

キオスク端末はコンビニエンスストアに設置され

てる住民票の写し等が取れる機器と同じものです。

窓口番号発券機、番号表示機は、銀行の窓口等に設

置されている、手続ごとに番号札を発券して、受け

付けする番号を表示する機器がカウンターの上に

あります。あれと同様のものです。セミセルフレジ

は、セブン－イレブンや一部のスーパーマーケット

に設置されとるものと同様に、お店側、中の人が支

払い額を表示して、お客様が支払い方法を選んで、

現金を投入したり、スマホをかざしたりするもので

す。 

 次に、アドバイザーについてです。現在、２０２

２年度ですね、業務改善等のアドバイザーを兵庫県

のＩＴカリスマにも選ばれた小田垣栄司さんにお

願いしています。デジタルを活用した業務フローの

改善、サービスデザインの視点、それから、業務効

率化に有効なデジタルツールの導入などに関する

アドバイスをいただいております。これらのうち、

業務フローの改善につきましては、ＤＸ推進課の職

員が一定のスキルを身につけました。そこで、委託

料をおおむね半減した上で、引き続きサービスデザ

イン等、市役所業務のＤＸに関するアドバイスをい

ただくための予算を計上しております。 

 これに加えて、２０２３年度はデジタル政策アド

バイザーをお願いする準備をしております。アドバ

イザーは現三重県のチーフデジタルオフィサー、つ

まり最高デジタル責任者の田中淳一さんにお願い

する予定です。田中さんは今月末の任期満了をもっ

て、三重県庁を退職されます。三重県におけるＤＸ

推進の経験とか、全国の事例ご存じですので、そう

いったことを踏まえて、本市のデジタル関係政策の

方向性や進め方、また、まちのＤＸ推進の方向性等

に関するアドバイスをいただく予定です。予算額は

２人合わせて３６３万円、２０２２年度と比べて

３％、１１万円の増額です。 

 次に、１３５ページをご覧ください。 

 下から３つ目の事業、豊岡スマートコミュニティ

推進事業費１１１万４，０００円です。トヨタ・モ

ビリティ基金と豊岡市が設立した豊岡スマートコ

ミュニティ推進機構において、地域の交通安全、持

続可能な地域モビリティーの構築、データ連携基盤

等を活用した新たな市民サービスの検討などのプ

ロジェクトを進めています。これらの事業をスピー

ディーかつ円滑に実施するための経費を計上して

おります。予算書での説明は省略しますが、この事

業の財源として、地方創生推進交付金５５万７，０

００円を充当しています。また、この活動に従事す

る地域おこし協力隊の経費として、別途４７９万１，

０００円を計上しています。 

 次に、１４３ページをご覧ください。 

 上の表の一番下、個人番号カード交付事業費１９

９万８，０００円です。この２月からマイナンバー

カードの申請受付を市内の郵便局等に委託してい

ます。この委託を９月末まで行うための経費を計上

しています。 

 次に、歳入です。３５ページをご覧ください。 

 下の表の下から４行目、マイナンバーカード交付

事務費の国庫補助金です。この１，９００万円余り

のうち１９９万８，０００円は、先ほど申し上げた
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マイナンバーカードの申請受付事業の財源です。補

助率は１０分の１０です。 

 説明、以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、情報推進課、中

奥課長。 

○情報推進課長（中奥  実） それでは、１０５ペ

ージをお開きください。 

 下から５行目、行政情報化推進事業費です。消耗

品はソフトウエアの更新が主なものとなっており

ます。 

 次のページ、１０７ページをお願いします。 

 業務委託料のシステム開発業務につきましては、

サーバー仮想化基盤等の更新業務９，０００万円、

文字同定業務３５９万４，０００円、ラインプリン

ター更新業務１，１００万円などが主なものとなっ

ております。 

 情報戦略アドバイザリー業務は、ＩＣＴガバナン

スに対して助言やサポートを受けるため、２７７万

２，０００円を計上しております。 

 事業用備品として、サーバー室の無停電電源装置

の更新６，０００万円と、教育系ＤＭＺサーバー更

新２８０万円を計上しております。 

 続きまして、歳入です。７１ページをご覧くださ

い。 

 中段になりますが、補助金・交付金の５行目、デ

ジタル基盤改革支援補助金３５９万４，０００円は、

先ほど業務委託料のとこで説明しましたが、文字同

定業務に係る補助金となっております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、消防本部、上田

部次長。 

○消防本部次長（上田 有紀） ２６９ページをお開

きください。 

 消防本部の常備消防費の歳出についてご説明を

申し上げます。新規事業及び前年度と比較して増減

の著しい事業のみのご説明とさせていただきます。 

 まず、下から１５行目、職員研修費の特別旅費に

つきましては、新規採用者を兵庫県消防学校初任教

育及び救急科へ研修入校させるための経費でござ

いますが、入校者が前年度の６名から２名となり、

４名分が減少することなどから、約２００万円を減

額し、３０３万円を計上しております。 

 次に、同ページの下から１０行目の一般管理費の

２行下の消耗品費につきましても、新規採用者の被

服費が４名分減少となるため、約１７８万円を減額

し、５２６万６，０００円を計上しております。 

 次に、２７１ページをお開きください。 

 中段にあります高度救急活動事業費でございま

すが、前年度と比較しまして約４８４万円を減額し、

８３７万円を計上しております。減額の主なものに

つきましては、２行下の特別旅費についてなんです

が、救急救命士を養成します兵庫県消防学校の養成

課程入校者を２名から１名に減員したことに伴う

ものと、宿泊施設が変更になることなどから、約１

２２万円を減額し、６０万円を計上しております。 

 さらに、７行下にあります負担金の救急救命養成

研修につきましても、養成者数を減員した関係で、

約１６８万円を減額し、１７６万９，０００円を計

上しております。 

 次に、下から５行目の消防装備管理費についてで

ございますが、前年度と比較しまして約３１０万円

を増額し、２，０４１万６，０００円を計上してお

ります。 

 増額の主なものにつきましては、次ページの２７

３ページをお開きください。 

 １行目の手数料につきましては、電波法で定めら

れています５年に一度の消防用無線局の再免許申

請があり、約４６万円を増額し、１１６万８，００

０円としております。 

 また、上から６行目の事業用備品につきましては、

消防施設整備計画に基づき、豊岡消防署に救命ボー

ト１そうを更新整備するなどにより、約１００万円

を増額し、３４９万８，０００円を計上しておりま

す。 

 次に、その下にございます情報通信設備管理費に

ついてですが、１，６５１万５，０００円増額の３，

０５３万円を計上しております。これにつきまして

は、中ほどにあります保守点検委託料が主なもので、
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前年度に、今の今年度になりますけども、高機能消

防指令センターを更新したことに伴い、初年度につ

きましては、契約不適合責任期間として保守点検委

託料が不要となっておりましたが、今年度から保守

料１，５２９万円が発生するもので、デジタル無線

の保守料約４３５万円と合わせて１，９６３万７，

０００円を計上しております。 

 次に、その下にあります消防庁舎管理費につきま

しては、前年度と比較して３６１万円を増額し、１，

７５９万４，０００円を計上しております。この増

額につきましては、３行下にあります光熱水費の電

気料として約３１６万円分の増額を見込んだもの

が主なものでございます。 

 続きまして、２７５ページをお開きください。 

 下段にあります消防施設費の城崎分署消防設

備・施設整備事業費につきましては、城崎分署に配

備しております高規格救急自動車が配備後に１２

年が経過しましたので、消防施設整備計画に基づき、

更新するものでございます。 

 続いて、歳入についてご説明申し上げます。７５

ページをお開きください。 

 下から３つ目の枠にあります消防債でございま

す。消防防災施設整備事業債の高規格救急自動車に

つきましては、先ほどご説明を申し上げました、城

崎分署の救急車を更新するための市債４，０４０万

円でございます。 

 消防本部の説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 説明終わりました。 

 ここで分科会を暫時休憩します。再開は１０時２

５分。 

午前１０時１４分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時２１分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） それでは、皆さんおそろ

いになりましたので、ちょっと時間前ですけども、

休憩前に引き続き分科会を再開します。 

 既に説明終えてますので、これから質疑に入りま

す。質疑ありませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） １つだけお尋ねをするんです

が、議会事務局の中で、議員共済の負担金がありま

すね、議員共済の負担金３，２００万円。制度その

ものはもうなくなってから、我々も掛けてないんで

すが、この３，２００万円っていうのは、具体的に

はどういう、金額がえらい大きいなと思うもんです

からちょっと教えてください。 

○分科会長（清水  寛） 議会事務局、どうですか。 

 坂本次長。 

○事務局次長（坂本英津子） 少し時間をいただいて

もよろしいでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） はい、また。 

 村岡委員、後ほどでよろしいですか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○分科会長（清水  寛） ほかございませんか。 

 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） すみません、大したことでは

ないので、ごめんなさい、ＤＸの関係で先ほど窓口

にキャッシュレスの機械を置くとおっしゃいまし

たが、電子マネーだったら取りあえずどういった種

類のものに対応される予定なのかということと、も

う一つ、マイナンバーカードの申請交付とか今され

てると思うんですけど、マイナンバーカードの受け

取りに関しては、ご本人来てくれっていう、たしか、

今、縛りがあると思うんですけど、学生さんとか、

そういった方が結構こういう時期多いはずなんで

すけど、平日はほぼほぼ皆さん来れないと思うんで

すけど、その辺の対応はどう考えているのか。ちょ

っと２点、教えてください。 

○分科会長（清水  寛） 若森課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） まず１

つ目、セミセルフレジの対応ですけれども、一般的

な電子マネーと言われるもの、つまりクレジットカ

ード、それから交通系のカード、それから、スマホ

に入ってるＱＲコード決済のものと、あとＥｄｙと

か、すみません、ちょっとカテゴリーの名前忘れま

したけど。 

○委員（森垣 康平） もうほとんど対応というか。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） 通常日
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本で使われている電子マネーは全て使えます。 

 それから、もう１点、マイナンバーカードの受け

取りのことです。 

 市民課の所掌なので、詳細は存じ上げてませんけ

れども、平日夜間の受け取りを可能にしております。

土曜日もかな、特定の土曜日ですけれども、特定の

土曜日と特定の平日ですけれども、いわゆる時間外

の受け取りを可能にしております。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） ありがとうございます。すみ

ません、知りませんでした、申し訳ありませんでし

た。 

○分科会長（清水  寛） よろしいでしょうか。 

○委員（森垣 康平） はい。 

○分科会長（清水  寛） ほかございませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 一般会計予算並びに予算説明

書の２７１ページの救急救命士のご説明のところ

で、救急救命士の方の予算が２名から１名になった

ということなんですけれども、この理由は何でしょ

うか。 

○分科会長（清水  寛） 上田部次長。 

○消防本部次長（上田 有紀） 現在、救急救命士は

消防本部では４２名必要というふうにしておりま

す。そして、現在、実動として３８名ぐらいを基本

として動いておりますが、取りあえず３８名で今の

ところ回っているということで、２名から１名に減

をしております。以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） ２名から１名減ってる、希望

を取って勉強にどなたかが行かれるっていうこと

ですね。それはスムーズに決まるんでしょうか、そ

の希望者というのは。 

○分科会長（清水  寛） 上田部次長。 

○消防本部次長（上田 有紀） 試験を行います。選

考試験を行いまして、その選考試験の上位から順に

取っていくと、で、入校させるということにしてお

ります。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） はい、よく分かりました。勉

強したい方がチャンスがなくなってはどうなのか

なと思ったんですけど、そういう方法であれば、は

い、大丈夫かと思います。ありがとうございます。 

○分科会長（清水  寛） ほかございませんか。よ

ろしいですか。 

 そうしたら、特にないようですので。 

 じゃあ、坂本次長。 

○事務局次長（坂本英津子） 先ほどの共済負担金の

件ですけども、地方議会の議員年金制度というのが

２３年６月１日をもって廃止になりまして、その経

過措置として、給付に要する費用は地方公共団体が

公費で負担するということに決まっております。そ

れで、負担金の計算ですけども、議員報酬の３６万

円掛ける４月１日現在の議員定数の２４人掛ける

１２か月で３１．５％というのを掛けた金額となっ

ております。この率というのが、毎年下がってはい

るんですけども、これが負担金となっております。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員、よろしいです

か。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 廃止後の経過措置ということ

であれば、現在、議員年金をもらったとかもらって

ないとかって関係なしに、現在の議員定数、現在の

議員報酬が計算の基礎に入るんですか。 

○分科会長（清水  寛） 坂本次長。 

○事務局次長（坂本英津子） 一応公費負担の計算式

としては、その自治体、議会の報酬金額と４月１日

の定数、そういうことで決まっております。 

○委員（村岡 峰男） そうですか。分かったやな分

からんやな話だけど。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。ほかご

ざいませんか。いいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 以上をもちまして分科会審査の午前の部を終了

したいと思いますが、ここで委員の皆さん、当局職

員の皆さんから何かありましたら、ご発言願います。 

 若森課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） 先ほど
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森垣委員への回答を補足します。 

 開庁している木曜日、要は祝日とか除きますね、

の１７時１５分から２０時まで。それと、第２土曜

日とその翌日の日曜日の９時から１３時まで、いず

れも本庁舎市民課で交付をしております。（「本庁

だけですか」と呼ぶ者あり）はい。予約制となって

おりますので、グーグルで豊岡市マイナンバーカー

ド受け取りか何かでググっていただいたら出ます。

以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほかございませんか。時

間がめちゃめちゃありますんで。本当にゆっくり説

明をしていただけるようなことがあれば、全然時間

は割くことができるんですけども、特にないよう…

…。 

 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） いつもよく出るんだな、ＤＸ。

全国でデジタル庁ができて、同じやなことみんなす

るだね。特徴あることを何かせなあかんと思うんだ

けど、何か一般質問の答弁聞いとっても、何かあり

きたりのことをありきたりにして、市民の人にちょ

っと便利になりますみたいなんで、豊岡市として何

か特徴のあるあれはっていうのは来年度から、だっ

て、今の市長の目玉なんだから、何かないかなとい

つも思っとるんだけど、そういう考え方はないのか

な。 

○分科会長（清水  寛） 若森課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） まず、

豊岡市のＤＸというのがとても遅れていたという

か、かなりスタート地点が低いところにあったとい

うことなので、全国の自治体にまだ追いつくのが精

いっぱいっていうのが一つあります。その観点にお

いては、木谷委員さんおっしゃるように、特徴的な

ことがねえんかって言われたら、市役所の業務の中

のことは残念ながら、胸を張ってこれが特徴だって

言えるようなことはございません。 

 一方で、もう一つ、先ほど少しご説明をいたしま

したが、トヨタ・モビリティ基金と一緒に豊岡スマ

ートコミュニティ推進機構というので活動してお

ります。ここの活動は、正直それなりに全国的にも

特徴があるものではないかというふうに思ってお

ります。 

 例えば、今、日高地域で福祉モビリティーと申し

まして、デイサービスの送迎車の空いてる席、常に

席いっぱいで送迎してるわけではないので、そこに、

当日デイサービスを利用しないんだけれども、ちょ

っと買物行きたいとか、通院に行きたいみたいなこ

とを、ちょい乗りというふうに呼んでるんですけど

も、スマホで予約してもらって、時間が合えばちょ

っと回ってもらって、ここの診療所に降ろすとか、

ここのスーパーマーケットに降ろすとか、そんなサ

ービスをしております。 

 豊岡、実は今、そのサービスを比較的小規模のデ

イサービス３つ、デイサービスと看多機ですね、で

行おうとしてますが、こんな小規模でそういったこ

とを行おうとしてるのは、恐らく全国でも先進事例

ではないかと思っております。 

 あと、去る３月３日から５日の間にハッカソンと

いうのを開催しました。社会課題をデジタルツール

を使って解決するようなことをこのコンピュータ

ーのエンジニアと、デザイナーと、課題の詳しいこ

とが分かってる人が一緒になって考えようみたい

なことですけども、これも人口１０万人以下の小規

模の自治体が開催してるよというふうなことはあ

まりないだろうというふうに思ってます。 

 その中においても、６つのチームに分けてやった

んですけど、そのうち１つは社会的処方と申しまし

て、人との接点、コミュニケーションが減ることに

よって、元気をなくしてしまう、それを、人と人を

うまくつなげることによって、ほっといたら家に閉

じ籠もってしまいそうな人に居場所と出番を与え

ることによって解決していこうというふうな発想

があります。６つの班のうちの１つは、それをどう

いうふうに解決、改善、緩和していこうというふう

なことをやりまして、リンクワーカーといって、引

き籠もりがちになってしまう人と何か活動してる

コミュニティをつなげる、そういう役割の人がいる

んですけども、その人に情報を届ける手段として、

そのコミュニティで、デジタル上で会話されてるこ
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と、例えばＬＩＮＥで会話されることを、要はロボ

ットで拾っていって、冒頭、清水委員長がお話しさ

れた、チャットＧＰＴで、温度感まで拾っていって、

肌感覚が分かるような情報にしてリンクワーカー

に届けるみたいなことも考えていて、こういった取

組も中小の自治体としては多分本当に先進事例、繰

り返しですけど、だと思います。そんなところです。 

○分科会長（清水  寛） 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） 遅れとったのか。なるほど、

そう言われたら。先進行っとった思ってた。 

○分科会長（清水  寛） どうぞ、芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） ちょっと私、一般質問でもち

ょっとやったんですが、デジタル推進委員という制

度、国の制度でデジタル大臣が任命ということなっ

てるんだけど、豊岡市はどういうふうな展開をされ

ようとしていますか、そのことについては。 

○分科会長（清水  寛） 若森課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） 部長の

谷口が本会議で申し上げましたように、正直、本当

に情報がなく、ホームページとかで情報が出てない

ので、どういうふうに展開するのかなっていうとこ

から考えなきゃいけないことかと思っております。

芦田委員おっしゃるように、多分趣旨として、みん

ながデジタル使えるようになって、例えばご高齢の

方もデジタル使えるようになるべきだと、誰一人残

さないというふうに国も言っていますので、それ非

常に大切なことだと思います。 

 一方で、もっと私思ってるのは、デジタル推進委

員が例えばスマホ教室をやるのが本当にいいんだ

ろうかと思っています。操作をする技を身につけて

も、その教室に行って、使う機会がなかったら、す

ぐ忘れちゃいますよね。そうではなくて、例えば先

ほど社会的処方の話とかしましたけども、デジタル

でどこかに情報発信すれば、それロボット上で吸い

上げることが可能な世の中です。とか、あと、よく

あるのは、高齢者の方が孫とコミュニケーションを

取りたい、特に京阪神とかにいらっしゃるお孫さん

とコミュニケーションしたいから、ＬＩＮＥをする。

ＬＩＮＥを使うことによって、スマホで写真撮って

送れるんだとか、そんなことも可能になる。つまり、

やり方ではなくて、やる機会をどうやってつくって

あげるか、そういうことも必要じゃないのか。そう

いうことのほうがもしかして、要は必要性があれば

みんな便利なものであれば使っていくので、そんな

ことが必要ではないかというふうに思っておりま

す。 

 先ほど少し説明しました、三重県庁のＣＤＯの田

中さん、実はデジタル推進委員にもなっておられま

すので、ちょっとその辺からも、４月以降ですけれ

ども、情報をお聞きして、先ほど少し申しましたが、

どういうやり方をすれば、芦田委員がおっしゃるよ

うな、みんながデジタルになれ親しんで使っていく、

そういう社会がつくれるかというのを考えていか

なきゃいけないというふうに思っております。以上

です。 

○分科会長（清水  寛） 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） そうだと思います。 

 ただ、高齢者の方、まだガラケー持っとられる方

とかいてはるので、私のおふくろも、亡くなりまし

たけど、ガラケーでメールは打てたんで、メール打

つときに、窓開けてウルトラマンのようにぴっと、

おかん、何しとるんだ、いやいや、早う送れるから。

これ、笑い話じゃないけど、そういうふうに高齢者

の方ってまだ思ってはるので、やっぱりそういうと

こまでもっとデジタルになれ親しむ上では、高齢者

の方、人生１００年時代ってなるじゃないですか。

やっぱりそういうのが、何かのサポートというか、

コミュニケーションの一つになってるんで、だから、

やっぱり要るなという、私の考えですので、これち

ょっと進めてもらいたいなと思うのと、ただ、報酬

が、あれ無報酬なんですわ、デジタル推進委員。だ

から、こんなんでそんな応募する人おるんかなとい

う、何か勉強会開いたらという形の補助みたいな、

そんなんが何か制度的にできへんかなというのが

ちょっと思っただけです。これはもういいです。 

○分科会長（清水  寛） ほか、なければ。 

 じゃあ、ないようですので、明日１４日火曜の委

員会審査は午前９時３０分から当委員会室で行い
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ますので、よろしくお願いいたします。お疲れさま

でした。 

 ここで分科会を暫時休憩します。 

   午前１０時４１分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１１時０１分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） それでは、委員会を再開し

ます。 

 議事順序を変更して、報告事項、無停電電源装置

の更新についてに入ります。 

 それでは、説明お願いします。 

 中奥情報推進課長。 

○情報推進課長（中奥  実） そうしましたら、総

務委員会の報告資料のほう、ご覧いただきたいと思

います。サーバー室の無停電電源装置の更新につい

てです。 

 このサーバー室の電源装置については、導入後１

０年が経過すること、また、保守の更新期限の２０

２３年７月３１日を迎えるため、更新を行うとしま

して、１２月補正で債務負担を設定させていただき

ました。２月に入札で、３月に議案提出で、４月に

本契約という予定で事業のほう進めておったんで

すけども、２番目の検討要因ということで、１個目

が、半導体不足による構成部品の調達遅延が予定さ

れておりました。２つ目が、更新予定の製品がこの

２０２３年の２月に値上げを予定しているという

ことがありまして、更新の内容の検討を再度進めて

おりました。また、現行の機器の容量等が適正であ

るかというのがありまして、この検討要因の３つを

加味しまして、２月の入札を先送りさせてもらって

いるというのが現状です。 

 今後の予定につきましては、機器の更新等、再度

見積りを実施しまして、２月から３月で機器の更新、

４月入札の６月議会に議案提出で、７月１日に本契

約ということで、事業のほうを進めたいと考えてお

りまして、今回報告のほうをさせていただいたとい

うところです。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりましたので、

質疑があればお願いいたします。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 導入が、更新が時期が遅れる

ということだと思うんですが、ただ、今の説明聞く

と、検討要因の２番目の部分、更新予定の製品が２

３年２月、今年の２月に値上げを予定をしとったと。

それをそのまま値上げを認めて、４月に入札を変更

したというふうに取れちゃうんですけども、値上げ

を予定しとったっていうのもあるけども、半導体の

不足で製品が作れないと、納入が遅れるというのも

あるんだろうと思うんですが、この説明だけをうの

みにするというと、会社が２月に値上げを予定しと

ったので、その２月に入札をしたら会社に損害が出

るかも分からんので、４月にしましたよというふう

に取れちゃうんだけど、意地悪な取り方かもしらん

けども、その辺はどうなのかな。 

○委員長（清水  寛） 中奥課長。 

○情報推進課長（中奥  実） ２月に予定している

というのが分かったのが、１月入ってから、その業

者さんのほうから２月に値上げを予定されとりま

すというのをうちのほうお聞きしました。１月中に

入札の依頼をかけようとした段階でそういうこと

がありましたんで、業者に対しては、２月の値上げ

幅がどれだけのものかというのを、見積りというか、

検討をお願いしてるというのが経過になります。 

 それを行うことによって、今の現行機器をそのま

ま更新で上げるのか、今までのとおり、サーバーに

ついて１個の小さいUPSをしたほうが構成的にも安

くなるならばっていう案件もありましたんで、その

際、値上げもありますけども、機器の適正化も含め

て、再度見積りを徴してるというのが今の状況です。 

○委員長（清水  寛） 谷口部長。 

○デジタルトランスフォーメーション推進部長（谷口

 雄彦） 今の無停電装置っていうのが、この庁舎

建てたときに合わせて購入をして、当時、いろんな

数、種類の数、サーバーがあるんですけども、多分

サーバーがダウンしてもいいよう、停電になっても

ちゃんとサーバー動くように、数あるサーバーを１

つのすごく大きな装置でカバーしようとしてる今
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の仕組みなんです。こいつが落ちても困るから、大

きなのが２つあるいうのが今の構成で、その構成自

身がいいのかどうか、適正かの部分も含めてもう一

回再検討をしようとしていて、今、課長が言いまし

たとおり、サーバーごとに小さいの２つずつ置いて

いくという構成の仕方もあって、もともとは今の設

計構成そのままに更新をしようとしたらいろんな

課題があったんですけども、その構成自身をこの際

見直して、最も価格が安くて適正に作動するような

のも目指していきたいということで、意地悪な言い

方さっきしていただきましたけど、その値上げをう

のみにして、同じ業者でまた、予算をやっていくと

いうつもりは全くなくて、予算すら下げたいと。 

○委員長（清水  寛） 村岡委員、よろしいですか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○委員長（清水  寛） ほかございますか。いいで

すか。 

 谷口部長。 

○デジタルトランスフォーメーション推進部長（谷口

 雄彦） 庁舎が停電したときは、自家発電で対応

するようになってるんですけれども、自家発電が一

瞬切れるということがあって、そこで切れてしまう

と、サーバーがダウンしてしまうので、自家発電の

さらにバックアップみたいな形のものです。 

○委員長（清水  寛） 中奥課長。 

○情報推進課長（中奥  実） 一度電源が落ちちゃ

うと、今度立ち上げまでに各サーバーごとに手続が

必要となるということがありますんで、この無停電

電源装置というのはぜひ必要なものです。 

○委員長（清水  寛） 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） 無停電電源装置なんで、多分

バッテリーだと思うんですけど、本体はね。だから、

自家発が動いて、動いても、売電と自家発が動いて

も電源がどんと落ちることもある。自家発が今度何

かなったときに、無停電電源装置が働くんだけども、

そこでもどんどん失電みたいな形が一瞬なるとは

思うんやね、サイクルがちょっと違ったりとかいう。

だから、無停電電源装置は直圧だったと思うので、

だから、交流と直流の、また関係もあるんだろうけ

ども、やっぱり金額的にもかなり大きな無停電電源

装置されるんだなと思って聞いてたんですけどね。

でも、サーバーがダウンしたら大変なことになるん

で、必要なことではあるので、しっかりそれはやっ

ていただきたいということですね。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（芦田 竹彦） はい、よろしいです。 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、特にない

ようですので、これで報告事項、無停電電源装置の

更新についてを終了します。 

 それでは、ご苦労さまでした。 

暫時休憩します。再開は午後１時。 

午前１１時１０分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後 ０時５８分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） それでは、定刻より早いん

ですけども、皆さんおそろいになりましたので、総

務委員会を再開いたします。 

 委員の皆さん並びに当局の皆さんは、質疑・答弁

に当たりましては、要点を押さえ、簡潔、明瞭に行

っていただき、スムーズな議事進行にご協力をお願

いいたします。 

 なお、委員会及び分科会での発言は、委員長・分

科会長の指名の後、マイクを使用して、課名と名字

を名のってから行っていただきますようお願いい

たします。 

 それでは、これより３、協議事項、１、付託・分

担案件の審査について、ア、委員会審査に入ります。 

 第３３号議案、令和５年度豊岡市管理会財産区特

別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 但東振興局地域振興課、道下課長。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 令和５年

度豊岡市特別会計予算並びに予算説明書の２１９

ページをご覧ください。 

 第３３号議案、令和５年度豊岡市管理会財産区特

別会計予算について説明します。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ１９１万５，０００円と定めております。 
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 ２３１ページ、説明欄をご覧ください。歳出から

説明します。 

 高橋財産区管理委員５名の委員報酬など人件費、

そして一般管理費、財産管理費、予備費を計上して

おります。予備費が前年と比較して、１０万円減じ

ています。それ以外の歳出につきましては、前年の

金額と変更はありません。 

 続いて、２２９ページをご覧ください。歳入にな

ります。 

 利子及び配当金、財産売払い収入、前年度繰越金、

預金利子を計上しております。前年度の繰越金が前

年と比較して１０万円減じております。それ以外の

歳入につきましては、前年の金額と変更はありませ

ん。 

 説明は以上になります。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） これ、いつまで続けるって、

もう解散して普通財産にしたらええんちゃうん。 

○委員長（清水  寛） 道下課長。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 現状の委

員さんの任期が平成２４年末までございまして、そ

の中で今後の方向性を決め、その次の任期の委員さ

んのうちに決定を行っていきたいということで考

えております。すみません、間違えました。訂正い

たします。２０２４年度末でございますので、２０

２５年３月まで現状の委員さんの任期がございま

す。その間に方向性を決定したいと考えております。 

○委員長（清水  寛） 木谷委員、よろしいですか。 

 ほか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 改めて、今さらというふうに

聞かれるかも分かりませんが、守るべき財産という

のは何ですか。 

○委員長（清水  寛） 道下課長。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 但東町高

橋地区にあります山林、樹木、立木を主な財産とし

ております。 

○委員長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 俗っぽい言い方してなんです

が、金になる立木ですか。 

○委員長（清水  寛） 道下課長。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） お金にな

るとは、現状はなかなか言いにくうございまして、

山林、林業を取り巻く情勢というのは厳しいものが

ございます。財産区の持っております山というのが

一番奥地にございまして、木を切り出すのになかな

か不都合がございます。ですので、財産ということ

で売払い等はなかなかできにくい状況というのが

現状でございます。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほか、ありますか。 

 そうしましたら、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は原案のとおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第３３号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 委員会を暫時休憩します。 

午後１時０４分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時０４分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） 分科会を再開します。 

 これより、３、協議事項、１、付託・分担案件の

審査について、イ、分科会審査に入ります。 

 午前に引き続き、第２５号議案、令和５年度豊岡

市一般会計予算を議題といたします。 

 第２５号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは、所管事項に係る歳入予算、全項目の人件費

を含む歳出予算、債務負担行為、地方債、一時借入

金及び歳出予算の流用についてであります。 

 本案につきましては、予算説明書の説明欄に所管

課が明記されておりますので、逐一、事業名称と予
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算額のみを説明いただく必要はございません。十分

な質疑時間を確保するためにも、当局には新規事業

や前年度から大きな変更のあった事業及び主要事

業等を主として説明いただくよう依頼しておりま

す。 

 当局の説明は、まず人事課から全体の人件費を含

めて説明をいただき、その後、組織順で各担当課か

ら歳出及び歳入等を一気に説明願います。質疑は、

説明が終わった後に一括して行います。 

 当局職員の皆さんが説明される際には、説明する

ページを委員が開いたかどうか確認しながら、ゆっ

くり説明してください。 

 それでは、順次説明願います。 

 人事課、小川課長。 

○人事課長（小川 琢郎） 令和５年度の人件費につ

いてご説明いたします。 

 お手元にお配りしております人件費当初予算節

別比較全会計合計という資料をご覧ください。 

 この資料に令和５年度当初、それから令和４年度

当初増減、それから主な増減理由、これを節別に記

載をしております。令和５年度当初予算の人件費に

つきましては、全会計合計で、一番下のところでご

ざいますけども、８７億２，９９７万７，０００円

としております。 

 それでは、節別に説明をさせていただきます。 

 まず最初に、報酬でございます。一番上の報酬の

ところですけども、前年度との比較において４，７

９２万８，０００円の増額としております。報酬に

はパートタイム会計年度任用職員の報酬を計上し

ておりますけども、人事院勧告に基づく給料表の改

定を行いましたので、その改定に伴う増となってお

ります。 

 次に、給料です。増減について、３，３４５万２，

０００円の減額としております。この減額の要因で

すけども、主に職員数の減によるものです。給料に

ついては、正規職員とフルタイム会計年度任用職員、

それから公営企業のパートタイム会計年度任用職

員を計上しております。正規職員、それからフルタ

イム会計年度任用職員の予算上の職員数が減にな

ったことによって前年度に比べて減額としており

ます。 

 次に、手当です。全体で３，６０４万４，０００

円の増額としております。この主な要因ですけども、

まず一番大きいところは期末勤勉手当の増額です。

期末手当については、令和３年１２月、人事院勧告

のマイナス調整の影響がなくなったということで

増額をしてきております。この増額が４，０９２万

５，０００円です。勤勉手当につきましては、支給

月数、これが増えることによって１，６１８万１，

０００円の増額としております。これも人事院勧告

の影響でございます。 

 それから、特殊勤務手当、上から４行目のところ

ですけども、これについて７０６万円増額としてお

ります。これは、診療所、ここでの勤務している職

員の特殊勤務手当の関係でございます。コロナ対応

を行う場合に特殊勤務手当を支給しておりますけ

ども、その手当が増加してきている関係でここを増

やしております。 

 それから、時間外勤務手当については、７１１万

３，０００円の減額としております。ここでは主に、

昨年度と比べて選挙費に係るものが減額してきて

いる関係で減少してきているということでござい

ます。 

 それから、その下の管理職手当です。１，９７１

万４，０００円の減額としております。これは定年

延長の際に、課長補佐、これを支給対象から除いた

ということがございまして、その分の減額を見込ん

でおります。 

 それから、管理職手当の次の夜間休日管理職特別

勤務手当、この関係です。５７８万８，０００円の

増額としております。ここでは主に消防職員の関係

ですけども、これも課長補佐級、課長補佐が時間外

の対象になったというようなことで増額になって

きております。 

 それから、児童手当については、２２９万５，０

００円の減額としております。ここについては支給

対象者の減少によるものでございます。 

 その次、共済費についてです。共済費合計で１，
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６８０万３，０００円の増額としております。まず

一番上のところですけども、市町村共済費、これが

５，７２８万４，０００円の増額、それから学校共

済費、これが２，８８８万円の増額としております。

ここは主にパートタイム会計年度任用職員の共済

の関係なんですけども、昨年１０月からパートタイ

ム会計年度任用職員が共済に加入するということ

に制度改正がございまして、その関係でここが増え

てきております。 

 それから、その下の厚生年金保険料、ここが７，

８８１万１，０００円の減額としております。これ

は先ほど申しました会計年度任用職員が共済組合

に移行するということに伴って、ここに社会保険料

みたいなものも見込んでいたんですけども、そこの

分が共済のほうに移ったということで減少してき

ております。 

 それから、雇用保険料、これについては雇用保険

料の率、これが増えてる関係で増額をしております。 

 次に、負担金です。ここでは主に退職手当組合の

負担金の減額がございます。退職される方の職員数

の減によりまして、ここの分が減少してきておりま

す。 

 トータル、令和５年度の職員人件費総額、先ほど

申しました８７億２，９９７万７，０００円という

ことで、令和４年度との比較では４，７１７万８，

０００円、率にして０．５４％の増としております。 

 人件費については以上です。 

 次に、人事課所管の歳入歳出についてご説明させ

ていただきます。予算書の８３ページをご覧くださ

い。よろしいでしょうか。 

 下から８行目のところです。人事給与費について

ですけども、今年度当初予算と比較して６１４万８，

０００円の増額としております。ここでは主に業務

委託料の増額が主になっております。 

 ８５ページ、次のページをご覧ください。 

 上から７行目に業務委託料がございます。そのう

ち人事給与システム改修業務、それから統合型人事

情報システム等導入業務、これが来年度の新規事業

になります。人事給与システム改修業務については、

令和５年度から定年延長制度が導入されることに

伴って、人事給与システム、この対応プログラムを

付加するものということになります。それから、統

合型人事情報システム、この導入についてですけど

も、システム導入によって人事評価の実施のシステ

ム化、それから人事情報を一元管理するというよう

なことの業務効率化を図ることを考えております。 

 続いて、同じページの職員研修事業費についてで

すけども、今年度当初予算と比較して２９７万１，

０００円の減額としております。これは主に職員派

遣に係る旅費の減額が中心になってきます。来年度

については新たに兵庫県市町振興課、この派遣がご

ざいます。そこの分は増額になっておりますけども、

中小企業庁、それから兵庫県市長会、こういったと

ころの派遣が終了したということで、旅費等を減額

したことによるものでございます。 

 そのほかについては、ほぼ例年どおり計上させて

いただいております。 

 次に、歳入に移ります。６７ページをご覧くださ

い。 

 真ん中より少し下のところにあります派遣職員

給与費等負担金についてでございます。派遣満了と

なる兵庫県市長会、これの分が５００万円程度の減

額がございます。 

 それから、７１ページをご覧ください。 

 下から９行目のところです、職員健康診査助成金

がございます。これは県の市町村職員共済組合成人

病健診助成金でございます。今年度当初予算と比較

して２００万円増額しております。この増額の要因

としては、先ほど申しました令和４年１０月から会

計年度任用職員も兵庫県市町村共済組合の組合員

となったということによって、職場健診の助成、こ

れが増えたということで増額を見込んでおります。 

 そのほかについては、ほぼ例年どおり計上させて

いただいております。 

 人事課からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、総務課、太田垣

課長。 

○総務課長（太田垣健二） そうしましたら、歳出の
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ほうから説明をさせていただきます。 

 総務課が所管いたします１３件の事業のうち主

な事業、それから前年度と比較し増減額が大きい事

業についてのみ説明を申し上げます。 

 ８１ページをご覧ください。 

 下から１２行目の一般管理費でございます。記載

されております一般管理費の総額のうち３，２６９

万７，０００円が総務課所管分でございまして、２

０２２年度当初予算と比較しまして大きな変化は

ございません。ここでは主に市広報等の文書の発送、

それから入札契約事務、法令関係事務等、行政事務

の執行に必要な経費や地区集会施設の整備に係る

補助金などを予算計上しているところでございま

す。 

 続きまして、８３ページをご覧ください。よろし

いでしょうか。 

 ８３ページの説明欄、下から１７行目、区長会費

でございます。ここでは市広報をはじめとする市か

らの行政文書などの区内各戸への配付に係る各区

への業務委託料、それから区長連合会への交付金、

それから事務費など、２０２２年度の当初予算とほ

ぼ同額の５，５２８万１，０００円を予算計上して

いるところでございます。 

 続きまして、８９ページをご覧ください。 

 ８９ページの説明欄、２つ目の説明欄、１行目で

ございます、庁舎管理費でございます。記載されて

いる総額のうち１億２，３８４万８，０００円が総

務課所管分ということになります。ここでは本庁舎

及び豊岡稽古堂の維持管理に必要な経費といたし

まして予算計上しておりまして、２０２２年度の当

初予算と比較し、約３，４７０万円の増額となって

おります。これは電気、ガス料金等の高騰によりま

して光熱水費が増額になったこと、それから組織改

編に伴いまして電話設備の設定変更でありますと

か配線作業に係る経費を計上したことがこれを押

し上げた要因になっていると分析をしております。 

 続きまして、少し飛びますけども、１４９ページ

をご覧ください。よろしいでしょうか。 

 １４９ページの上の説明欄、１行目の住宅・土地

統計調査費でございます。これは５年ごとに実施さ

れております統計法に基づく国の基幹統計調査の

一つでございまして、２０２３年度がその実施年度

となっております。この調査は、住宅及び住宅以外

で人が居住する建物に関する実態並びに現住居以

外の住宅及び土地の保有状況、その他住居などに居

住している世帯に関する実態を調査し、住生活関連

施設の基礎資料を得ることを目的とするものでご

ざいまして、ここでは調査に必要な事務費を計上し

ております。 

 少し戻っていただきまして、１４７ページをご覧

ください。 

 １４７ページの説明欄の一番下に人件費とござ

いますが、ここでは、先ほど説明をいたしました住

宅・土地統計調査費に係る指導員及び調査員の報酬

を予算計上しているところでございます。 

 続きまして、歳入のほうの説明をさせていただき

ます。 

 総務課が所管いたします主なものについてのみ

説明をいたします。２９ページをご覧ください。 

 ２９ページの１、総務管理使用料の欄の上から４

行目の行政財産目的外使用料でございます。記載さ

れております総額のうち３０４万円を総務課所管

分として計上しておりますが、入居団体の転出、そ

れから自動販売機設置に係る使用料の減少などに

よりまして、２０２２年度の当初予算と比較いたし

まして３４２万４，０００円の減額となっておりま

す。 

 続きまして、少し飛びます、５５ページをご覧く

ださい。よろしいでしょうか。 

 ５５ページの５、統計調査費委託金の説明欄の下

から２行目、住宅・土地統計調査事務委託金４５９

万３，０００円とございますが、これは先ほど歳出

の際に説明いたしました住宅・土地統計調査費の歳

出の額と同額を、要するに１０分の１０の事業でご

ざいまして、同額を予算計上しております。 

 総務課からの説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、ジェンダーギャ

ップ対策室、上田室長。 
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○ジェンダーギャップ対策室長（上田  篤） ジェ

ンダーギャップ対策室からは、所管する５つの事業

のうち４つの事業の予算案についてご説明いたし

ます。 

 まず、歳出です。１２３ページをご覧ください。 

 市内の事業所向けのワークイノベーション推進

事業費の主な内容ですが、若手従業員向けなどター

ゲット別のセミナー開催をはじめ、意識調査、表彰

制度、ワークイノベーション推進会議事業などです。

主な費目では、報償金９６万円は、表彰制度の審査

をお手伝いいただく社労士、税理士、中小企業診断

士５名と学識経験者１名の謝金が５１万円、女性社

員向けのメンタリング制度の謝金が３０万円など

でございます。 

 次に、１２５ページをご覧ください。 

 業務委託料４４３万３，０００円では、女性マネ

ジメント層と若手従業員向けの２種類のセミナー

を各２回開催する経費が１４６万３，０００円。推

進会議の経営者向けセミナー、これは３回やります

が、これ１６万５，０００円。ワークイノベーショ

ン推進事業のアドバイザーの年間契約委託料が１

３２万円。従業員意識調査が１０社予定で１４８万

５，０００円でございます。 

 続きまして、まち全体を対象としたジェンダーギ

ャップ解消推進事業費の主な内容ですが、市民委員

による戦略のモニタリングをはじめ、地域や家庭を

対象とした啓発事業や女性向けの豊岡みらいチャ

レンジ塾開催事業、新規のジェンダー平等をテーマ

にしたオリジナル絵本の制作費などでございます。 

 主な費目として、報償金２６０万９，０００円で

は、ジェンダー平等推進アドバイザーや地域啓発ア

ドバイザーのアドバイザー謝金が２３２万円、絵本

制作ワークショップの講師謝金が２０万円、戦略会

議委員１０名の謝金が８万９，０００円でございま

す。 

 次に、印刷製本費７０万円は、新規事業のオリジ

ナル絵本３００部の印刷代でございます。 

 次に、手数料１２７万円の内訳は、絵本の絵の制

作手数料が１１０万円、家庭内のコミュニケーショ

ンシートの制作手数料が１７万円です。 

 次に、事業委託料２２１万１，０００円は、２年

目となりますが、地域における意思決定や方針決定

の女性参画に向けた人材育成プログラムでござい

ます。５回シリーズの女性みらいチャレンジ塾の開

催費用です。 

 次に、子育て中の女性の就労促進事業費の主な内

容ですが、２０２１年度から取り組んでいます女性

デジタルマーケティング人材の育成と女性起業家

の育成、子育て支援総合拠点としてＷＡＣＣＵ Ｔ

ＯＹＯＯＫＡ内のみらい応援Ｒｏｏｍでの女性の

就労支援などの取組の３本です。 

 主な費目では、報償金１１６万円ですが、２つの

育成事業の起業相談とキャリア相談の謝金です。 

 業務委託料３４１万円ですが、デジタルマーケテ

ィング人材育成の５か月の講座と２か月のインタ

ーンシップの委託料です。 

 続きまして、歳入をご説明いたします。３７ペー

ジをご覧ください。 

 総務管理費補助金の一番上ですが、地域女性活躍

推進交付金２８２万１，０００円を計上してます。

これは歳出の、子育て中の女性の就労促進事業の中

の女性デジタルマーケティング人材の育成事業と

女性起業家育成事業の歳出３７６万２，０００円に

対する交付金であり、補助率は４分の３です。 

 次に、４１ページをご覧ください。デジタル田園

都市国家構想交付金、地方創生推進交付金１億２６

０万７，０００円のうち６２１万円がワークイノベ

ーション推進事業などジェンダーギャップ対策室

所管の３事業分です。 

 次に、５９ページをご覧ください。中ほどの総務

管理費寄附金の中の企業版ふるさと応援寄附金２，

５００万円のうち４２０万円がジェンダーギャッ

プ対策室の所管分でございます。 

 次に、６１ページをご覧ください。繰入金の中ほ

ど、少し下の地域振興基金繰入金５億９，２５１万

４，０００円のうち１００万円がジェンダーギャッ

プ対策室の所管分でございます。 

 次に、岸本次長のほうからキャリアデザイン推進



 21

事業についてご説明いたします。 

○分科会長（清水  寛） 岸本参事。 

○ジェンダーギャップ対策室参事（岸本 京子） 私

からは、キャリアデザイン推進事業について説明を

させていただきます。 

 ９７ページをご覧ください。歳出のみです。よろ

しいでしょうか。 

 キャリアデザイン推進事業につきましては、今年

度、アクションプランが改定年に当たっておりまし

て、３月末策定を予定しております。この事業につ

きましては、新規取組及び大きな変更点を中心に説

明させていただきます。新年度からは、したがいま

して、キャリアデザイン後期アクションプランに取

り組むこととなります。前期の効果、課題の整理を

行いまして、後期プランにまとめることとしていま

す。予算の主なもの、方向性についてですけれども、

キャリアデザイン関連研修手段の一部を見直した

いと考えています。受講が必要な職員にひとしく研

修の機会を提供すべきですが、現状では予算や会場、

日程などから、やむを得ず限られた職員の受講にな

らざるを得ませんでした。また、内容によっては繰

り返し学ぶ必要があるものなど、解決方法を模索し

てまいりました。 

 そのような中で、２０２３年度は試行という形で

はありますけれども、ｅラーニング、オンライン学

習、オンライン教育と同じですけれども、を活用し

ました研修を試行導入したいと考えています。予算

書案に記載の業務委託料、上段のほうの真ん中辺り

なんですけれども、業務委託料７５５万７，０００

円のうち、研修費が５０１万６，０００円となって

います。そのうちの１４９万６，０００円をｅラー

ニングのほうに充てたいと考えています。あくまで

参考試算ではありますけれども、想定では１００Ｉ

Ｄ、１００人のＩＤを３か月、３サイクルで実施を

考えています。１年間試行できるのが一番ベストな

んですけれども、そこまでかかりますと費用が大変

かさみますので、試行ということで、より多くの職

員が体験をしてみるということになります。自分の

都合のつく時間により多くの職員の受講が可能に

なること、学習管理システムがセットされています

ので、受講状況の確認やアンケート等による理解度

の確認設定、あるいは会場設営が不要、実施するコ

ストダウンが可能になるなどのメリットが考えら

れます。他の自治体でも、少しずつですけれども導

入されているようですけれども、この方法が豊岡市

役所にベストマッチするのかということは今の現

時点では絶対ということは言い切れませんけれど

も、試行実践した職員の意見も聞きながら判断する

必要が、本格導入に向けてはあると思います。 

 あわせて、人事課で実施していました一部の研修

も今回ｅラーニング研修で振り返る予定となって

います。そのほか、対面研修で学ぶ研修も予定をし

ておりますけれども、それにつきましては若手です

とか管理職、それから定年延長を目の前にしており

ますので、少し早めからシニアのキャリアプラン研

修なども予定をしております。 

 前年の１，１６０万円から大きく減額となってお

りますけれども、その主な要因は消防職場の環境改

善事業の終了に伴うものです。２０２２年度は４８

０万円を頂いておりました。２０２３年度は外部相

談窓口のみを継続する５８万１，０００円のみを環

境改善事業のほうに残しまして、消防のワークショ

ップ等に伴う事業は終了させていただきます。 

 私からの説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） コミュニティ振興課、若

森課長。 

○コミュニティ振興課長（若森和歌子） 予算書は１

２１ページになります。 

 中ほどです、地域コミュニティ推進事業費１億６，

３５４万９，０００円を計上しております。この事

業費の主な内容は、地域コミュニティ活動の財政支

援でありまして、業務委託料と交付金が大きな額を

占めています。 

 まず、業務委託料になります。これは引き続き中

間支援組織への業務委託を行うもので、地域づくり

の策定支援を含んだ地域づくり活動全般への支援

に係る業務委託料として、昨年度と同額の１，３７

５万円を計上しています。 
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 少し下になります、次に交付金です。これは２９

の地域コミュニティ組織活動に対するコミュニテ

ィづくり交付金１億３，９４１万５，０００円と、

それから地域の新たな事業の立ち上げや計画づく

りへ対応するための活性化交付金として４５０万

円を計上しています。なお、活性化交付金につきま

しては、昨年度と比較して５０万円を増額しており

ます。 

 続きまして、同じく１２１ページ、下から３分の

１辺りになります。コミュニティセンターの管理費

です。２億８，５７１万３，０００円としています。

これは２９のコミュニティセンターの施設整備、そ

れから維持管理に係る経費になります。管理費では、

昨年度の当初予算１億３，４４６万７，０００円と

比較しまして１億５，１２４万６，０００円の増額

としています。まず、維持管理経費に係る経費とし

て、同じく１２１ページの下のほう、保守点検委託

料のフロン排出抑制法に係る定期点検、それから１

２２ページになります、上から７行目辺りの業務委

託料に掲載しています特定建築物の定期検査報告

書の作成業務で、これらは３年に１回必要となるも

ので項目自体が増えております。 

 それから、同じく１２３ページ、中ほどになりま

す、補修工事費です。今年度、日高コミュニティセ

ンターの長寿命化改修に向けた実施設計行ってお

りまして、来年度については長寿命化のための改修

工事を行わせていただきたいと思います。改修内容

につきましては、屋上防水や、それから外壁のクラ

ック補修後に下地調整や塗装、それから必要な箇所

の床や壁、それから天井の内装、エアコンの改修、

それから換気設備の改修や照明のＬＥＤ化などで、

工事費は２億５０万円を予定しております。 

 日高コミュニティセンターの改修工事に際しま

して特にお話ししておきたい内容としましては、コ

ミュニティ組織の方や利用者の意見を踏まえまし

て、１階の旧食堂の部分をパーティションで２つの

お部屋にしまして、会議室にさせていただきたいと

思います。それから、２階の、現在２室、和室があ

るんですけれども、その和室のうち１室を洋室に、

玄関の横にありますげた箱、この移設を行いたいと

思っています。なお、会議室ですが、下の会議室を

２室増加させるんですが、あわせて、今ある会議室

の全ての会議室を改修することになったら会議室

機能が過剰となってきますので、今後の管理面の負

担や管理面積の縮小ということを考慮し、２階の２

部屋、具体的には８号室と７号室の内装や設備の改

修は行わず、倉庫的な扱いに変更したいと考えてお

ります。 

 次に、歳入です。大きな金額だけ説明をさせてい

ただきます。 

 予算書が７３ページになります。真ん中のほうに

記載しておりますコミュニティセンター整備事業

債になります。先ほどお話ししました日高コミュニ

ティセンターの改修工事の費用である工事費と監

理委託料の合計２億４３５万円の財源として、１億

８，３９０万円を計上しています。 

 次に、予算書７７ページになります。 

 過疎対策事業債になります。合計が１億１，９９

０万円ですが、そのうち城崎、竹野、但東地域のコ

ミュニティ管理費、それから活性化交付金の交付金

の財源として３，５００万円を計上しております。 

 以上です。 

○分科会長（清水  寛） そうしましたら、税務課、

宮﨑課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） それでは、歳出から行き

ます。９１ページをご覧ください。 

 説明欄、下から３分の１辺り、財産管理費です。

そのうち８７万６，０００円が税務課分でございま

す。税務課が塩津にある旧豊岡市ふれあいセンター

を倉庫として使用していましたが、使用する必要が

なくなったため、未利用施設等の活用方針に基づき、

売却に向かうための費用を計上いたしております。 

 主な内容は、消耗品費のうち２，０００円は登録

免許税です。 

 それから、手数料の中で４６万４，０００円は不

動産鑑定費用でございます。 

 一番下の維持管理費用の中で６万円は草刈り等

の維持管理費用でございます。 
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 ページめくっていただきまして９３ページの土

地購入費３５万円は、官民境界協定により購入が必

要となった民地の購入費でございます。 

 なお、当施設の敷地等の一部が塩津バス停利用者

の待合スペースとして利用されている現状があり、

調整に時間を要するため、当初予算においては売却

収入は計上いたしておりません。 

 続いて、１１７ページをご覧ください。 

 １１７ページの中段の還付金及び返納金でござ

います。市税に係る還付金及び返納金として２０２

２年度と比較して２０万円増額の４，１７０万円を

計上いたしております。 

 続きまして、１３９ページをお開きください。 

 ちょうど真ん中辺り、税務総務費、税務課分でご

ざいます。これについては２０２２年度と大きな変

更はございません。 

 一番下の欄の賦課徴収事務費、税務課分でござい

ます。 

 これにつきましては、賦課徴収に係るデータ更新、

システム管理費負担金等に係る経費で、２０２２年

度と比べて２，１０８万５，０００円減額の６，９

９６万３，０００円を計上いたしております。減額

の主な要因は、２０２２年において全国共通納税シ

ステムの対象税目拡大に係る基幹システム等の改

修費が約２，１００万円あったことが大きな要因で

ございます。 

 次に、１４１ページの上の欄のうちの一番下、固

定資産税評価替事業費でございます。評価替えの準

備作業、３年サイクルでやっているんですが、それ

の最終３年目となります。２０２２年度と比べまし

て１，１０９万９，０００円減の３，９８７万５，

０００円を計上いたしております。土地鑑定評価等

の経費でございます。 

 それでは、歳入のほうの説明に移ります。 

 ずっと戻っていただきまして、１４ページをご覧

ください。 

 一番上の欄、市税でございます。総額９７億１，

１０３万７，０００円を計上いたしております。２

０２２年度と比較しまして１億２，０６５万５，０

００円の増額、率にしますと１．３％増でございま

す。 

 税目ごとの説明は１８ページから２１ページに

て行います。まずは１８ページをご覧ください。 

 増減率を中心に説明をさせていただきます。まず、

１、市民税につきましてです。個人市民税につきま

しては１．３％の増額でございます。政府等の経済

見通しでは、令和４年、５年とも経済は成長すると

見込んでいますし、本年度の本市の税の収納状況を

見ますと昨年並みの収納率で推移しており、市民の

所得の状況は大きく変わっていないと判断し、予算

編成時における令和４年度決算見込額を参考に見

積もっております。 

 次に、法人市民税についてです。法人市民税につ

きましては１．１％の減額を見込んでおります。全

国的な傾向と本市の法人市民税の増減が一致しな

いこともあり、予想しにくい現状にある中、令和５

年度当初予算は前年度決算額と今年度実績の状況

を勘案して減額見込みとなりました。 

 次に、固定資産税についてです。１．１％の増額

を見込んでおります。土地に関しては下落修正を考

慮した時点修正による減額を見込みましたが、家屋

に関しては新増築の増加分を、それから、償却資産

に関しては、コロナ禍においても企業の新増設は行

われており、令和４年中の新増設の状況等による増

減分を見込みました。それにより１．１％の増額で

ございます。 

 次に、軽自動車税でございます。４．１％の増を

見込みました。１番目の環境性能割につきましては、

軽自動車の取得時にかかる税ですが、コロナ禍の半

導体不足等で新車の登録台数が抑えられる懸念が

あったため、２０２２年度当初予算は低めに見積も

りましたが、２０２２年度中の対象台数は堅調であ

ることから、２０２３年度は２０２２年度の実績を

参考に見込み、大幅増となりました。種別割につき

ましては、微増で見積もっております。 

 次に、４番目、市たばこ税、一番下の欄です。市

たばこ税につきましては３．６％の増です。たばこ

税については令和３年度中に増税がありましたが、



 24

直近の販売本数は微減に収まっており、増税効果に

より税額増加を見込んでおります。 

 次に、２０ページをお開きください。一番上、入

湯税につきまして、入湯税については１．３％の増

を見込んでおります。入湯客数の見込みはコロナ禍

の影響を大きく受けた昨年、一昨年と比べ回復傾向

にはありますが、いまだコロナ前の状況には回復し

ておらず、見込みが難しいところです。現時点では

微増ということで見込んでおります。 

 最後に、都市計画税につきましては、滞納繰越分

の徴収見込額で見込んでおります。 

 次に、３２ページをご覧ください。３２、３３ペ

ージです。 

 上から２つ目、徴税手数料につきましては、市税

の督促手数料等、昨年度よりは４２万８，０００円

減の４５８万２，０００円を見込んでおります。 

 続きまして、５３ページに飛びます。５３ページ

の一番下です。 

 市税と併せて納付いただいている県民税の徴収

事務委託金として１億２，０００万円を見込んでお

ります。昨年度と同額です。 

 次に、６１ページの一番下です。 

 諸税に係る延滞金として５００万円を見込んで

おります。２０２１、２０２２年度と徴収率は高い

率を維持しておるため、前年比２００万円の減額と

なっております。 

 最後に、６５ページです。６５ページの上から２

つ目の段の一番上、滞納処分費でございます。不動

産の購買に必要となる不動産鑑定費用、ネット購買

の手数料として１４４万３，０００円を見込んでお

ります。 

 その一つ下、弁償金につきましては、原付自動車

の標識再交付に係る弁償金として頭出し１，０００

円を出しております。 

 一番下、雑入の中の一番上、複写機使用料のうち

４万円、コピー代を見込んでおります。 

 税務課は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、城崎振興局地域

振興課、藤原課長。 

○城崎振興局地域振興課長（藤原 孝行） 資料の１

０９ページをお開きください。 

 この中で庁舎管理費（城崎地域振興課）、それか

ら次の項の自動車管理費、この２つの歳出の担当で

ございます。 

 まず、庁舎管理費のほうで２点ございます。まず

一つは光熱水費です。昨今の電気代の高騰等で昨年

に比べてざっと１５０万円程度の増額を見込んで

計上いたしております。 

 それから、２点目です。一番下の項目の補修工事

費です。自家発電設備というふうに書かれておりま

すが、こちらにつきましては豊岡市の強靱化地域計

画という防災の計画なんですが、そちらのほうに上

げておりまして、計画的に改修している項目の一つ

でございます。現状申し上げますと、城崎庁舎がで

きたのが２００３年、そのときに自家発の設備が同

時に設置をされたんですが、６０リットルの燃料で

約１時間程度しか稼働しないという現状でござい

ます。せんだっても一般質問の中でもございました

が、２０時間を稼働させる、あるいは危険物の上限

の制限を考えますと、改修の計画としては１９８リ

ットルの容量の２０時間稼働の設備で改修を行い

たいというふうに考えております。 

 その関連で、少し上に投資委託料として上げてお

ります実施設計と工事管理費、こちらのほうの委託

料合計１７０万円と補修工事費１，５００万円と合

計いたしまして１，６７０万円を自家発電設備の改

修設備として予算計上をいたしております。 

 続きまして、歳入、７３ページになります。 

 ７３ページの市債、総務債のところ、２つ目の項

目です。庁舎整備事業債です。城崎庁舎の１，６７

０万円、ただいま申し上げました金額をこちらのほ

う、歳入として見込んでおります。これ以外につき

ましては、通常、例年どおりの金額を予算計上をい

たしております。 

 城崎からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、竹野振興局地域

振興課、山根参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（山根 哲也） １１１
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ページをお開きください。 

 ２枠目の竹野振興局庁舎管理費についてです。上

から５行目の光熱水費につきましては、電気代等の

高騰によりまして、対前年度１６６万１，０００円、

これ約６０％増の４３５万５，０００円を、その下

の修繕料では、来庁者駐車場消雪装置制御盤の修繕

料８０万円を含む、対前年度５３万３，０００円、

約４０％増の１８８万３，０００円を計上している

ほか、電気設備、エレベーター等の保守点検、宿日

直業務委託料等については、ほぼ例年どおりとなっ

ております。 

 また、竹野振興局につきましては、庁舎に関して

は大きな補修工事等の予定はございません。 

 次に、同じ枠の下から１６行目、自動車管理費に

つきましては、振興局管理公用車６台の管理費でご

ざいまして、２０２２年度に所有車両２台を廃車し、

所管替えによって１台を新たに配備し、トータルは

１台減としております。 

 次に、歳入についてですけども、こちらは例年と

ほぼ同様、大きな違いはございません。 

 私からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、日高振興局地域

振興課、池内課長。 

○日高振興局地域振興課長（池内 章彦） 予算書の

９１ページをご覧ください。 

 下から８行目の財産管理費、手数料のうち５４万

４，０００円は、日高振興局分の土地鑑定業務手数

料です。 

 ９３ページをお願いします。 

 上から２行目の業務委託料のうち１３０万９，０

００円は日高振興局分の測量業務委託料です。これ

らは日高振興局の所管で、現在はマロニエの里朝市

等で使用している土地の有効活用を図るため、土地

の測量と土地鑑定を行うものです。 

 続きまして、１１１ページをご覧ください。 

 一番下の枠、日高振興局の庁舎管理費です。１１

３ページをお願いします。一番上の修繕料ですが、

このうちの４１万４，０００円で、経年劣化等によ

りほとんど消えてしまっている来庁者駐車場の区

画線を引き直しをします。 

 上から１９行目の業務委託料、日高庁舎等長寿命

化・脱炭素化改修計画策定業務として３００万円を

計上をしています。これは築４２年を迎える日高庁

舎及び外構施設について長寿命化を図り、脱炭素化

によるライフサイクルコストの縮減やユニバーサ

ルデザイン化を目指した改修計画を策定するもの

です。 

 その４行下の庁用備品は、液晶プロジェクター、

それから植栽管理用のバリカンブロワーを整備す

るものです。 

 次に、その下の自動車管理費ですが、これは日高

振興局の所管する８台の公用車に係る管理費にな

ります。 

 続きまして、歳入ですが、６９ページをご覧くだ

さい。上から２１行目、真ん中辺ですけども、光熱

水費等使用者負担金、日高庁舎１７０万円ですが、

庁舎に入居しています豊岡市商工会等の光熱水費

の負担分を計上しております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、出石振興局地域

振興課、午菴課長。 

○出石振興局地域振興課長（午菴 晴喜） それでは、

引き続き１１３ページをご覧ください。 

 下の囲み、庁舎管理費です。総額で１，６５８万

４，０００円を計上しており、電気代等は他の振興

局と同じ、昨年度に比べて同額となっておりますが、

全体といたしましては前年度と比較しまして約１

億２，９００万円の減額となっております。減額の

主なものといたしましては、前年度は庁舎の長寿命

化改修工事関係分としまして約１億３，２００万円

分を計上していたことによるものです。あとの内容

的には前年度と大きく変わりはございません。 

 次に、１３５ページをご覧ください。中段より少

し上、出石永楽館歌舞伎開催事業費です。総額で７，

９７４万円を計上しており、前年度と比較して約４

７２万円の減額となっております。減額の主な要因

は、松竹との協議の結果、スタッフのＰＣＲ検査手

数料等が不要となったことに伴うものです。 
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 次に、少し飛びまして３０９ページ、ご覧くださ

い。 

 上から１０行目の伝統的建造物群保存地区保存

事業費です。総額で２，５９１万８，０００円を計

上しており、前年度と比較して約４７３万円の増額

となっております。増額の要因は、国、県補助事業

を活用した伝統的建造物群の修理、修景等を努めて

おりますけれども、例年と同様、件数といたしまし

ては３件を計画しておりますが、それら全てが補助

上限の８００万円に達すると思われますので、全体

といたしまして補助金総額が２，４００万円となる

ことによるものです。 

 続きまして、歳入でございます。４１ページをご

覧ください。 

 上から４枠目の、その中の上から３行目でござい

ます。先ほどご説明をいたしました重要伝統的建造

物群保存地区保存修理費補助金の関係の国庫補助

金のものです。１，２０５万６，０００円、３件分

の国庫補助として計上しております。 

 次に、５３ページをご覧ください。 

 上から６枠目の、その中の上から３行目でござい

ます。６０２万８，０００円、同じく伝建の関係の、

こちらは県補助金に値するものです。 

 次に、６７ページをご覧ください。 

 永楽館歌舞伎開催事業費に係る主な歳入としま

して、雑入ではございますけども、６７ページの上

から３行目でございます、頒布代の書籍等のうち１

６２万５，０００円は歌舞伎の演目等を紹介するパ

ンフレット、いわゆる番付の販売収入として計上し

ております。 

 次に、７１ページをご覧ください。 

 下から１６行目、永楽館自主事業助成金といたし

まして、日本芸術文化振興会からの３００万円の助

成を見込んで計上しております。 

 最後に、７３ページをご覧ください。 

 上から１行目でございます。市民会館等入場料の

永楽館分５，１３６万円をチケット販売収入として

見込んでおります。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、但東振興局地域

振興課、道下課長。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） １１５ペ

ージをご覧ください。 

 但東振興局庁舎管理費といたしまして１，７９３

万１，０００円を計上しております。対前年３８３

万９，０００円の増でございます。他の振興局と同

じく、高騰する電気料金に備えまして、光熱水費７

４７万８，０００円、対前年は３０４万５，０００

円の増額ということでございます。 

 続きまして、１１７ページ、一番上、自動車管理

費でございます。１４２万５，０００円ということ

で、自動車共済、損保保険料など、局の所有してお

ります公用車６台分の管理費を計上しております。 

 続きまして、３０３ページでございます。説明欄

中ほど、東井義雄の心を伝える推進事業費６１万４，

０００円でございます。昨年度から取り組んでおり

ます東井義雄に関する新たな資料の調査研究、整理

保存に関する費用、また例年開催しております教育

塾講演会の一部費用としてございます。 

 続いて、３１７ページでございます。説明欄中ほ

ど、但東市民センター管理費６１６万４，０００円

でございます。同センターの営繕管理に関する経費

でございますが、対前年で４３５万９，０００円の

増ということになっております。こちらのセンター、

南東側屋上の陸屋根防水経年劣化によりまして、一

部の箇所、雨漏りしているという状況がございます。

その修繕費４２３万円を計上しております。 

 続きまして、歳入です。６０ページ、６１ページ

になります。 

 ６１ページ上段のほう、東井義雄遺徳顕彰基金繰

入金６１万４，０００円、先ほど歳出のほうで説明

いたしました東井義雄の心を伝える推進事業費の

財源として基金より繰入れを行うことにしており

ます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、会計課、西村課

長。 

○会計課長（西村 嘉通） それでは、歳出で、８７
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ページをお願いいたします。 

 ８７ページ、一番下の会計管理費をご覧ください。

これにつきましては会計課の事務に係る通常の事

務的経費でございます。前年度との比較では、全体

で１，５５１万９，０００円の増額となっておりま

す。 

 ８９ページをご覧ください。増額となりましたの

は上から５つ目の手数料、また、その枠の一番下、

業務委託料で、ＯＣＲシステム更新業務でございま

す。 

手数料につきましては、金融機関への手数料、そ

の他関係システムの管理、使用に関するものが主な

ものですけれども、今回増額となりました理由とし

ては３点ございます。 

 １つ目は、本市の指定金融機関である但馬銀行の

事務取扱手数料です。前年度は２２万円を計上して

おりましたけれども、今回は３５２万円、３３０万

円の増としております。この件につきましては、既

に今年度の予算におきまして、６月議会で増額の補

正予算をお認めいただき、今年度の途中から金額改

定を行ったところでございます。したがいまして、

前年度当初予算との比較では大幅増となっており

ますけれども、そのような次第でございます。 

 ２つ目、口座振替に係る各金融機関とのデータの

やり取りに関する手数料です。こちらは、現在、Ｉ

ＳＤＮ回線を使用した伝送サービスを利用してお

りますけれども、これが２０２４年の１月で廃止に

なるため、後継となる新サービスへ移行するという

ことがございます。それにより発生する費用でござ

います。サービス使用の手数料と、システム側の切

替えの作業の一時経費がございまして、合わせて３

１５万６，０００円計上しております。なお、この

うち案分により、企業会計の分は歳入のほうで企業

会計から負担いただくとしており、それが１５５万

２，０００円ございます。 

 ３つ目でございますけれども、本年１０月からイ

ンボイス制度が始まります。インボイスの発行等に

対応いたしますため、市の財務会計システムを一部

改修する必要がございまして、その改修費用として

２０６万３，０００円を計上しており、手数料が大

きく増えております。 

 次に、ＯＣＲの関係で、業務委託料でございます。

こちらは、日々の収納事務に使用しております専用

システムで、市税はじめ各納付書で収納された収納

済通知書を読み取ってデータ化する装置でござい

ます。これまで５年更新でしてきておりまして、そ

の更新時期を迎えるため、今回更新を行おうとする

ものです。費用として７００万円計上しております。 

 次に、９１ページをお願いいたします。そのペー

ジ、上から５行目、基金管理費がございます。こち

らは全て基金への積立金でございまして、内訳のう

ち「（利子）」となっているものが１４件ございま

す。これらが会計課の所管となります。これにつき

ましては、基金の運用に伴う利子収入を各基金に積

立てを行うものでございまして、金額は１４件合わ

せますと１，５５７万円になります。前年とほぼ同

額を計上しております。各基金ごとの金額の考え方

でございますけれども、利子の収入全体を各基金の

残高で案分したものでございます。 

 次に、歳入で、戻っていただきまして５５ページ

をお願いします。 

 ページの一番下のところで、基金運用利子がござ

います。歳出のところで説明いたしました積立金と

対応する基金の運用収入でございます。金額の合計

は１，６７７万２，０００円で、これも前年度と大

きな差はございません。 

 ５７ページお願いいたします。 

 こちらのページにかけまして基金ごとの明細が

ございます。ほとんどの基金につきましては運用益

をそのまま基金に積み立てることになっており、項

目、金額とも先ほど歳出のほうで見ていただいたも

のと対応しておりますけれども、一方、積立てをせ

ずに事業の特定財源や一般財源として活用するも

のも一部ございまして、それらは歳入のみでござい

ます。基金の関係は以上でございます。 

その他、雑入等にも若干ございますけれども、前

年と大きな変更はございません。 

 説明は以上でございます。 
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○分科会長（清水  寛） 続いて、選管監査事務局、

中川局長。 

○選管監査事務局長（中川 光典） 主に、来月４月

９日に執行されます兵庫県議会議員選挙に係る予

算について説明をさせていただきます。 

 なお、この選挙の告示日は今月末、３月３１日で、

選挙事務は既に始まっており、今年度分に係るもの

は令和４年度分の予算で現在事務を進めておると

ころです。 

 それでは、予算書１４５ページをお願いします。 

 ２枠目の県議会議員選挙費でございます。説明欄

の人件費のうち、会計年度任用職員報酬２４９万２，

０００円は、選挙事務補助員２人のほか期日前投票

の受付事務に入っていただく方の報酬です。非常勤

職員報酬３８９万３，０００円は、期日前を含む投

票管理者、投票立会人及び開票立会人等への報酬で

ございます。 

 その下、人事課の所管になりますが、時間外勤務

手当は、期日前を含む投開票事務に携わった職員の

時間外手当です。 

 そこから６行ほど下、食糧費１２７万円は、投票

管理者や立会人などの賄いとしての弁当代です。 

 その４つ下の手数料５９万６，０００円は、開票

時の投票用紙分類機設置費用や選挙公報の配布手

数料などです。 

 その下の保守点検委託料６６万円は、投票管理シ

ステムの期日前投票システムサポートに係る保守

委託経費です。 

 次の業務委託料３３３万７，０００円は、主に入

場整理券作業業務の委託、次の行、会場借り上げ料

５５万６，０００円は、個人演説会や投開票所の借

り上げに係る経費です。 

 そこから２つ下、機器借り上げ料５０万５，００

０円は、各投票所からの投票速報用の携帯電話の借

り上げに係るものです。 

 兵庫県議会議員選挙の事務等に要する経費は合

計で８０９万２，０００円で、先ほどの人事課所管

分を含めた非常勤職員報酬などの人件費を加えま

すと、この選挙に要する令和５年度分の費用としま

しては、総額で２，８９１万２，０００円というこ

とになります。 

 歳出については以上でございます。 

 続きまして、歳入の説明に移らせていただきます。

予算書５５ページをお開き願います。 

 説明欄の１行目、選挙費委託金でございます。２，

８９１万２，０００円が兵庫県議会議員選挙の事務

に関わります兵庫県からの委託金です。 

 次の行、在外選挙人名簿登録事務費交付金は、３

人の登録変更を見込み、１，０００円を計上してお

ります。 

 選管監査事務局の説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 ここで分科会を暫時休憩します。再開は２時２０

分。 

午後２時１０分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時１７分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） それでは、休憩前に引き

続き分科会を再開します。 

 既に説明は終えていますので、これから質疑に入

ります。 

 質疑はありませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） じゃあ、何点かお尋ねしたい

と思うんですが、まず最初に人件費の関係で、別紙

で説明があった関係なんですが、課長補佐級が管理

職手当から外れるので減額という。課長補佐級の皆

さんはこれまで管理職であったのが管理職ではな

くなって、超過勤務手当の対象にはなるんでしょう

けども、管理職から外れるということは、僕が聞き

漏らしたのかもしらんけど、初めて聞いたもんです

から、何も問題はなく、すっとそうなったんですか。 

○分科会長（清水  寛） 小川課長。 

○人事課長（小川 琢郎） この前の定年延長の条例

改正のときにも説明をさせていただいたと思って

おりますけども、ここの関係で管理職、特に課長補

佐の職が管理職から外れるということで検討して

まいりました。一番問題なのかなと思ったのは、幼
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保の職場のところです。幼保の職場の園長の職がそ

れまで課長補佐級でありました。そこで園長の職、

重い責任を持たれてる職でもありますので、そこが

管理職から外れて独立してるということは問題だ

ろうなということがあって、そこのところは課長級

に、職を課長補佐のところから課長級にしていると

いうところで変更しております。それ以外の部分に

ついては管理職手当が出ないということになるん

ですけども、時間外勤務の対応でということで、時

間外勤務手当のところには計上しておりますので、

そのほかの管理の部門について特に問題になると

ころはないのかなというふうなことでこれまで市

長等とも協議をしてやってきております。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 聞き漏らしておりまして申し

訳なかったです。職場にもよると思うんですが、管

理職手当よりも時間外手当のほうが増えるという、

そういう課長補佐に該当する方も出てきますよね、

職場によっては。 

○分科会長（清水  寛） 小川課長。 

○人事課長（小川 琢郎） もちろん時間外勤務手当

が多くなるという方も当然出てくると思います。逆

に時間外少ないところもありますので、その逆もあ

ると思ってますし、ちょっとそこのところトータル

でどうなるかというところはやってみないと分か

らない部分もあるかなと思っております。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 分かりました。 

 その点は、じゃあいいんですが、毎回毎回言って

きて、あそこの討論でも言わないかんのですけども、

例の超過課税の関係ですけども、超過課税の前に市

民税の歳入総額が、個人市民税、えらい増えますね。

何でそんな増えるの、景気よくないと思っておるん

ですが。 

○分科会長（清水  寛） 宮﨑課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） 当初予算比較で増えると

いう状況です。昨年度の当初予算はまだコロナ禍に

あって、にもかかわらず前年がそんなに減らなかっ

たというような状況をもって、正直に言いますと疑

心暗鬼な予算で、少し抑えめでした。今年度３年目

になりますので、状況を見ていると、所得はおおよ

そ横ばいであろうと予測をぼんやりと立てられる

ようになった関係で、決算見込額からいきますと、

今年度当初予算を上げた額よりも多く、既に調定が

なされている関係で、実質決算見込みから当初予算

を見込んだら、結果的に当初比較でいくと増えてい

るというふうな状況ですけど、これでもまだ全国の

状況で、例えば地方財政計画と比較してもまだ抑え

めという状況ではあります。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 何となく分かりました。超過

課税ですが、別の当局の資料で、前年度対比資料、

ナンバー２、そのところの下に丁寧に書いてもらっ

てますので、超過課税がどのぐらいかっていうのは

これで分かるんですけども、議場では聞かなかった

んですが、市民の皆さんから市民税や、あるいは法

人市民税、固定資産税も含めて、超過課税に対して

何か、税務課あるいは当局のほうに問合せや苦情や

らはないですか。そんなことを言っておるのは私だ

けですか。 

○分科会長（清水  寛） 宮﨑課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） まず、税務課のほうです

が、税務課のほうで徴収事務をしている中で特に超

過課税云々についてのご意見をいただくことはあ

まりないと承知しております。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） じゃあ、もう最後にします。

私は苦情も意見も何も聞いてないと、ないと、その

ことが問題だと思っておるんですね。だから市民の

皆さんが超過課税の実態をもう分からなくなっち

ゃっておる。自分が超過課税を払っておるというこ

とが分からない。この税の徴収の仕方というのは私

は問題だなと思っております。後の討論でまた、意

見になっちゃいますので、これぐらいにしておきま

す。 

○分科会長（清水  寛） 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） 今日はジェンダーギャップの

係の人もおんなるので、大きな意味でですよ、方針
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を聞きたいんだけど、たばこ税で５億４，０００万

円、２，０００万円。ほんでほかの地域、もちろん

国も県も建物の中に喫煙する人と非喫煙者のルー

ルを守ってする場所を設定しとんなる。豊岡市はも

う何かヒステリックに外に出て行け、どこの振興局

も。それが今、寒かったんで少ないかもしれん。こ

れから出てきたら、すごい品が悪い。誰かが見とる

んよ。だからそこら辺を、多様性を認めるようなま

ちであるならば、何か喫煙者であり、そうじゃない

人を、ちゃんとルールを守ってするような場所をつ

くる、そういう動きを何かしてほしいんだけど、誰

か答えられる人おる。 

○分科会長（清水  寛） 太田垣課長。 

○総務課長（太田垣健二） 私も喫煙する者の端くれ

なんですけど、あそこに喫煙場所が決まった経緯と

いいますのが、兵庫県の健康、要は県条例で照らし

合わせたところ、不特定多数の人が、あそこだと、

今、北駐車場の片隅なんですけど、あそこしか適地

がなかったということを前任から聞いておりまし

て、確かに寒い時期ですとか雪が降ったり雨が降っ

たりというのは確かに愛煙家の方には厳しい環境

かなとは思いますけども、当時の判断がそうでした

のでこれが正しいのかなと思っています。 

 委員さんのご意見で、多様性と健康問題どうかな

というところは一考の余地があるのかないのか、ち

ょっとこれから勉強してまいりたいと思いまして、

今すぐじゃあ何とかしますということはちょっと

ここでは差し控えさせていただきます。 

○分科会長（清水  寛） 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） ぜひ前向きにしてほしいです

ね。あそこになったいうのは分かるで、県のあれ。

だって県だって中につくっておるんだで、それでも。

県庁のテラスのところとか。だからそれもそうだし、

たまたま今回の市長も喫煙者だし、やっぱり何かう

まいこと折り合えてできるようなことを、もうでき

んならできんで仕方がないけど、何かほかの振興局

行ったって隠れて、隠れて言ったらおかしいけど、

やっぱり見る人は見とんなるでね、この本庁だけで

はなく。何かそういううまい方法がないか探ってほ

しいし、前向きに検討してほしいんだけど。 

○分科会長（清水  寛） 太田垣課長。 

○総務課長（太田垣健二） 県庁の場合は、但馬県民

局じゃなく県庁の場合、バルコニーが壁面より前に

出ていると、だからあれは屋内ではないんだという

見解だそうです、当時もいろいろ問合せをした結果。

ほんで、この本庁舎の場合はベランダが面一、要は

壁と１枚の、あそこはもう建築基準法上、もう建物

内だという判定がされちゃって、その県条例が施行

する前まではあそこが喫煙所で職員とか議員さん

とかがお吸いいただいてたんですけど、そういった

ジャッジがされましたので、屋内にそういった場所

を設けるのはもう特別な部屋をこしらえるしかな

いなということになったようでして、屋外の、しか

も他の動線とかぶらないところはもうあそこしか

なかったのが結論というのを聞いております。ただ、

何ぼかそういった声も聞いてますので、研究はして

まいりたいと思います。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 建物じゃなくて、県条例は敷

地内全面禁煙っていうふうに聞いたんだけど、そう

じゃないんですか。 

○分科会長（清水  寛） 太田垣課長。 

○総務課長（太田垣健二） 基本的に敷地内は全面禁

煙なんですけど、例えばもうその場所に、要は不特

定多数が通るところはＮＧなわけです。ですので、

例えば本庁舎の建ってる敷地とか、あと駐輪場のあ

る周辺というのは吸う人、吸わない人がうろうろさ

れますけども、あそこの駐車場の片隅のあそこはも

う一番、奥地でありますので、よっぽどなことがな

い限り人が通らない、そこは大丈夫だということで

あそこに決まったということを前任から聞いてま

す。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） いや、県がバルコニーがどこ

であろうが敷地内は駄目だって聞いとったもんや

から、建物じゃなくて、敷地内は建物の外であって

も敷地内でしょう。ではないのか、県条例は。 

○分科会長（清水  寛） 太田垣課長。 
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○総務課長（太田垣健二） そこのところも何か市長

が納得いかんということを、ちょっと私のほうにも

おこぼしになることがありますので、またそれは時

期を見て、県庁とか県当局にちょっと確認させてい

ただきたいと思います。以上です。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほか、ありますか。 

 義本議員。 

○委員（義本みどり） ちいきのてのことなんですけ

れども、コミュニティのお便りとかがちょっと雰囲

気変わってきたなとかいい感じになってきている

のかなというのは感じるんですけど、実際にちいき

のての方、お忙しくされているというのはよく聞く

んです。どのようなことをしているのかとか、何か

頑張りを皆さんに知ってもらうような方法って何

かないのかなと思ったんですが、いかがでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 若森課長。 

○コミュニティ振興課長（若森和歌子） ちいきのて

の支援、地域コミュニティに対しての支援ですね、

内容ですね。フェイスブック、あとはＬＩＮＥなど

の作成支援をちいきのてが支援していただいてい

るという状況です。 

○分科会長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） ちいきのてのホームページと

か見たんですけど、多分お忙しくていろいろ作れな

い状況なのかなとは思ってるんですけど、分かりま

した。また何か知るいい方法がありましたら教えて

ください。何かイメージがつかめなくて、何をして

くださっているのかなというのが。何かコミュニテ

ィの雰囲気ちょっと変わって、お便りも変わってき

たしやってる事業もちょっと工夫があったりとか、

フェイスブック始めましたとかそういうのもよく

あるんで、そういうことをしてくださっているんだ

ろうなというのは分かるんですけど、何かちょっと

つかみにくいなと思いまして。何か発表の機会、い

い意味でこういうことでこういう成果、何か発表す

るようなことができたらいいなとは思うんですけ

ど。市が委託してる事業ですよね、お金を出して。

なので、やはりお金を出してる以上はこれだけの成

果が出ていますっていうのを何か知ってもらうよ

うなことが必要なのではないかなと思ったんです

が。 

○分科会長（清水  寛） 若森課長。 

○コミュニティ振興課長（若森和歌子） ちいきのて

でも、ホームページを作られていますので、そこで

こういったことができました、支援でこういうこと

になってますといった情報発信を十分にするよう

に働きかけたいと思います。 

○分科会長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 事務所は九日市に決まったん

でしたよね、市役所の近くにあったところが。行っ

たりしたらご迷惑になりますでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 若森課長。 

○コミュニティ振興課長（若森和歌子） 全然迷惑じ

ゃないです。本当に歓迎されると思いますので、皆

さんもよろしかったらぜひお立ち寄りいただけれ

ばと思います。ありがとうございます。 

○分科会長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） じゃあアポを取って、また勉

強会をちいきのての方のところでできればいいな

と思ってますので、そのようにお伝えください。お

願いします。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（義本みどり） はい。 

○分科会長（清水  寛） そうしたら……。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） ジェンダーギャップ関連なん

ですけれども、城崎の財産区の、誰だっけ、城崎で

したっけ。（「湯島財産区」と呼ぶ者あり）湯島財

産区で初めて女性の方、あれもみらいチャレンジ塾

の方だったと思うんですけど、何かちょっとそうい

った動きがあれば、そういう何か成果じゃないです

けれども、ちょっと変わった風が吹いてるみたいな

ことがあれば教えていただければと思います。 

○分科会長（清水  寛） 上田室長。 

○ジェンダーギャップ対策室長（上田  篤） 今の

湯島財産区議会の議員になられたみらいチャレン

ジ塾の出身者の方以外の動きとしましては、例えば
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起業、創業をＩＰＰＯ ＴＯＹＯＯＫＡとか、既に

ある、今、豊岡市の支援制度を活用しながら起業に

向けて準備をされてる方がいらっしゃったりとか

そういう動きも出始めてます。それと、アンケート

調査を全参加者の方にしたんですけど、その中でぜ

ひ次年度、新年度にみらいチャレンジ塾を開催して

ほしいという要望と併せて、次回は運営側でお手伝

いもしたいという方が６割、７割いらっしゃったり

とか、結構何か積極的に運営にも関わってくださる

方がいらっしゃるということがアンケート調査か

らも分かっています。 

○分科会長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 以前、何か保育園、小さい子

供さんがジェンダーギャップっていう言葉を口に

したとかしないとかいううわさをちらっと小耳に

挟んだんですが、何かご存じであれば教えてくださ

い。 

○分科会長（清水  寛） 上田室長。 

○ジェンダーギャップ対策室長（上田  篤） ある

こども園で発表会に向けて、保育士の方と年長の児

童かな、と何かちょっとお話をする機会というのが

あったみたいなんですけど、その中で最近何か気に

なってる言葉とかありますかって保育士が聞かれ

た。それに対して年長児童がジェンダーというふう

に答えられたということがありました。結構それは、

例えばご家庭の中でそういうお話があったのか、保

育所とかこども園の中でもＳＤＧｓ関連で１７の

目標の一つとしてジェンダー平等の推進とかもお

話ししてるみたいなので、そこから影響したのかと

いう。ですから、まだ大きな動きではないんですけ

ど、まちの中でちっちゃなそういう変化というのが

表れ始めているというふうに感じています。以上で

す。 

○分科会長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） ありがとうございます。私も

日々ちょこちょこっと女性陣の方とお話しする中

で一歩踏み出そうかなという声も聞いたりするの

で、ちょっとずつですけど動きがあるなと思ってお

りますので、頑張ってください。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） ジェンダーギャップで随分先

進的な市ということで、今ちょうど神戸新聞で連載

もあったりして、取り上げられたりしてなかなかだ

と思ってるんですが、ただ、その中で、これは意識

的に限定をしておるのかなということも尋ねるん

ですが、男女、特に女性の問題ということで、出発

はそれだったと思うんですね。女性の帰ってくる率

が少ない、これ問題だということから始まったけど

も、全国的にはこのジェンダーギャップに絡んでＬ

ＧＢＴの、そこまで論を進める、あるいはそこまで

施策を進めるっていうところが結構増えてますよ

ね。その点では豊岡はもうそこまでは足を踏み入れ

ないというふうに見えるんですけど、そんなことな

いんですか。 

○分科会長（清水  寛） 上田室長。 

○ジェンダーギャップ対策室長（上田  篤） 例え

ばＬＧＢＴＱとかに対して足を踏み入れないとい

うことはないんですが、一昨年策定しましたジェン

ダーギャップ解消戦略の中では、根源的な性別とい

う、男女という部分のまずギャップ、格差というの

を解消していこうということを狙いとしてますの

で、まずは男女の部分の格差解消というところに力

を入れているということでございます。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 確認です。ということは、改

めてですけども、男女という部分に力を入れると。

だからＬＧＢＴ等々まではまだちょっと距離を置

いておると、そこまで足を踏み入れるのはもうちょ

っと先だよというふうに捉えたらええのかな。 

○分科会長（清水  寛） 上田室長。 

○ジェンダーギャップ対策室長（上田  篤） 結構

役割分担ということをしておりまして、生涯学習課

のほうで今、人権という部分を担当してますので、

基本、男女のところはジェンダーギャップ対策室の

ほうでもう集中的にっていうか、そこに力を入れて、

ＬＧＢＴＱ等については生涯学習課のほうで担当

して、それであと情報とかも十分連携しながら取組

を進めているという、そういう状況でございます。 
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○委員（村岡 峰男） 分かりました。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 では、特にないようでしたら、ここで質疑を打ち

切ります。 

 委員の皆さん、当局の皆さんからここで何かあり

ましたらご発言願います。 

 では、ないようですので、当局職員の皆さんはこ

こで退席していただいて結構です。 

 明日１４日の委員会審査は午前９時３０分から

当委員会室で行いますので、よろしくお願いします。

お疲れさまでした。 

 ここで分科会を暫時休憩します。 

午後２時４０分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時４０分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） それでは、会議を再開し

ます。 

 第２５号議案の審査につきましては、先ほど質疑

まで終えましたので、これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 毎回、毎年毎年同じことを言

ってきましたけども、個人市民税、法人市民税、さ

らに固定資産税の超過課税については見直し、ある

いは廃止を求めています。最後ちょっと質問もしま

したけども、時間も数年たって、超過課税が課せら

れているということも知らない市民がもう増えて

いる、ますますね。上手に、率での加算ですから、

なかなか分からないというような状況になってま

す。それでも個人市民税５，０００万円、法人市民

税が１億３，０００万円、また固定資産税が３億２，

０００万円、多額の超過課税ですね。これはやっぱ

り市民の実態からいっても、あるいは、とりわけ個

人市民税は全国で豊岡だけという、こんな税の集め

方、あるいは徴収の仕方っていうのも含めて大問題

だと。廃止を求めるという立場から、この税の在り

方に反対を申し上げておきます。したがって、この

議案は当委員会ではこれだけですけども、ほかの委

員会も含めて賛成ではなくて反対を表明しておき

ます。 

○分科会長（清水  寛） ほか、よろしいでしょう

か。 

 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） いまだに新型コロナウイルス

の終息、完全終息というのが見えない中で、市民の

生活というのは依然として厳しいという昨今の状

況を理解するところではありますが、本市は自主財

源が約３割しかない中で適切に自主財源を確保し

ながら、現在と未来の市民要望に応えていく必要が

ある。したがって、本案は賛成です。 

○分科会長（清水  寛） ほか、ありませんか。 

 暫時休憩します。 

午後２時４３分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時５１分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 会議を再開します。 

 賛成、反対の意見がありますので、挙手により採

決をいたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（清水  寛） では、賛成多数により、

第２５号議案は、原案のとおり可決すべきものと決

定いたしました。 

 分科会を暫時休憩します。 

午後２時５１分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時５２分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） そうしたら、委員会を再開

します。 

 木谷委員が退席を求めてますので、それを許可し

ております。皆さんご了承ください。 

 じゃあ、続いて、これより３番、協議事項、２、

意見・要望のまとめについて、ア、委員会意見・要

望のまとめに入ります。 

 当委員会に審査を付託されました案件の本日の

審査は終了しました。 



 34

 ここで、委員会意見・要望として委員長報告に付

すべき内容について協議いただきたいと思います。 

 暫時休憩します。 

午後２時５３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時５７分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） それでは、会議を再開しま

す。 

 ただいま協議いただいた委員会の意見・要望の案

文につきましては特に異議がないということです

ので、そのように異議なしと認めて、決定いたしま

す。 

 それでは、委員会を暫時休憩します。 

午後２時５８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時５８分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） 分科会を再開します。 

 これより、３、協議事項、２、意見・要望のまと

めについて、イ、分科会意見・要望のまとめに入り

ます。 

 当分科会に審査を分担されました案件の本日の

審査は終了しました。 

 ここで、分科会意見・要望として予算決算委員会

に報告すべき内容について協議いただきたいと思

います。 

 暫時休憩します。 

午後２時５８分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後３時０９分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） それでは、会議を再開い

たします。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 現在豊岡ではジェンダーギャ

ップ対策が全国から注目されて、進んできて取り組

んでいますが、一方、ＬＧＢＴＱや多文化共生等の

様々な人権問題に関して積極的に取り組んでいる

先進自治体もたくさんあります。現在、豊岡の中で

は新しい組織改編をしたら一つの部にまとまって

くるので、連携を取りながら進めていただきたいで

す。 

○分科会長（清水  寛） では、今、義本委員から

意見、要望として発言がありましたが、その内容に

ついて、分科会の意見、要望として意見を付すとい

うことで皆さんよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、今いただきま

した意見、要望の案文につきましては、また正副分

科会長に一任いただいて作っていきたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 異議なしと認め、そのよ

うに決定いたしました。 

 それでは、以上で分科会を閉会いたします。 

午後３時１１分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後３時１１分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） 委員会を再開します。 

 これより、４、その他に入ります。 

 その他、委員の皆さんのほうから何かあればお願

いいたします。よろしいですか。 

 それでは、以上をもちまして総務委員会を閉会い

たします。お疲れさまでした。 

午後３時１１分閉会 

──────────────────── 


